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1-1STK500 使用者の手引き

第1章

概要
STK500 AVR® ﾌﾗｯｼｭ ﾏｲｸﾛ ｺﾝﾄﾛｰﾗ ｽﾀｰﾀ ｷｯﾄの御購入有難う御座います。STK500は
Atmel社のAVR ﾌﾗｯｼｭ ﾏｲｸﾛｺﾝﾄﾛｰﾗ用の完全なｽﾀｰﾀ ｷｯﾄである開発装置です。それは新
規設計でのAVR上のｺｰﾄﾞ開発、試作、試験の迅速な開始を設計者に与えるために設計され
ました。

1.1 ｽﾀｰﾀ ｷｯﾄの特徴 ■　AVR Studio® 適合

■　ﾊﾟｿｺﾝからのﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞと制御用のRS-232Cｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ

■　DC10～15V入力からの安定化電源供給

■　8,20,28,40ﾋﾟﾝAVRﾃﾞﾊﾞｲｽ用ｿｹｯﾄ

■　高電圧並列及び直列ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ

■　実装書き込み(ISP)直列ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ

■　外部目的ｼｽﾃﾑ内のAVRﾃﾞﾊﾞｲｽに対する実装書き込み(ISP)直列ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ

■　AVRﾃﾞﾊﾞｲｽの再ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ (書き換え)

■　8個の汎用押し釦ｽｨｯﾁ入力

■　8個の汎用LED出力表示

■　ﾋﾟﾝ ﾍｯﾀﾞ接続によるAVR全I/Oﾎﾟｰﾄへの容易なｱｸｾｽ

■　汎用RS-232Cﾎﾟｰﾄの付加

■　ﾌﾟﾗｸﾞｲﾝ規格化部品や試作領域用の拡張ｺﾈｸﾀ

■　不揮発性ﾃﾞｰﾀ記憶用に2Mﾋﾞｯﾄのﾃﾞｰﾀ ﾌﾗｯｼｭ(DataFlash®) 内蔵

注: AT45D021ﾃﾞｰﾀ ﾌﾗｯｼｭは製造終了で、従って後期のSTK500基板では実装されてい
ません。

注: いくつかのﾃﾞﾊﾞｲｽはSTK500と共に動作するために拡張ｱﾀﾞﾌﾟﾀを必要とします。 これらの
ﾃﾞﾊﾞｲｽとｱﾀﾞﾌﾟﾀについては支援ﾃﾞﾊﾞｲｽを調べてください。

STK500,各種拡張ｱﾀﾞﾌﾟﾀ,AVR Studioなどの最新情報についてはAtmelのｳｪﾌﾞｻｲﾄ www.atme 
l.com をご覧ください。

図1-1. STK500

http://www.atmel.com
http://www.atmel.com


概要

1.2 支援ﾃﾞﾊﾞｲｽ 現在のｼｽﾃﾑ ｿﾌﾄｳｪｱは次のﾃﾞﾊﾞｲｽの全速度品種を支援します。

 AT90S1200 AT90S2313 AT90S2323 AT90S2333
 AT90S2343 AT90S4414 AT90S4433 AT90S4434
 AT90S8515 AT90S8535

 ATmega48(P) ATmega8 ATmega8515 ATmega8535
 ATmega88(P,PA) ATmega16 ATmega16HVA (注13) ATmega161
 ATmega162 ATmega163 ATmega164P ATmega165(P) (注2)

 ATmega168(P) ATmega169(P) (注2) ATmega32 ATmega32C1 (注8)

 ATmega32M1 (注8) ATmega32U4 (注13) ATmega32HVB (注13) ATmega323
 ATmega324P ATmega325(P) (注2) ATmega3250(P) (注4) ATmega328P
 ATmega329(P) (注2) ATmega3290(P) (注4) ATmega406 (注12) ATmega64 (注1)

 ATmega640 (注3) ATmega644(P) ATmega645 (注2) ATmega6450 (注4)

 ATmega649 (注2) ATmega6490 (注4) ATmega103 (注1) ATmega128 (注1)

 ATmega1280 (注3) ATmega1281 (注1) ATmega1284P ATmega2560 (注3)

 ATmega2561 (注1) AT90CAN32 (注6) AT90CAN64 (注6) AT90CAN128 (注6)

 AT90PWM2 (注7) AT90PWM2B (注7) AT90PWM216 (注7) AT90PWM3 (注7)

 AT90PWM3B (注7) AT90PWM316 (注7) AT90USB82 (注10) AT90USB162 (注10)

 AT90USB646 (注9) AT90USB647 (注9) AT90USB1286 (注9) AT90USB1287 (注9)

 ATtiny11 ATtiny12 ATtiny13 ATtiny15
 ATtiny22 ATtiny2313 ATtiny24 (注5) ATtiny25
 ATtiny26 (注11) ATtiny261 (注11) ATtiny28 ATtiny43U (注13)

 ATtiny44 (注5) ATtiny45 ATtiny461 (注11) ATtiny48
 ATtiny84 ATtiny85 ATtiny861 (注11) ATtiny88
 ATtiny167

 AT86RF401 AT89S51 (注12) AT89S52 (注12)

注1: STK501ｱﾀﾞﾌﾟﾀとで支援。

注2: STK502ｱﾀﾞﾌﾟﾀとで支援。

注3: STK503ｱﾀﾞﾌﾟﾀとで支援。

注4: STK504ｱﾀﾞﾌﾟﾀとで支援。

注5: STK505ｱﾀﾞﾌﾟﾀとで支援。

注6: STK501ｱﾀﾞﾌﾟﾀとSTK501CAN(ATADAPCAN1)ｱﾀﾞﾌﾟﾀとで支援。

注7: STK520ｱﾀﾞﾌﾟﾀとで支援。

注8: STK524ｱﾀﾞﾌﾟﾀとで支援。

注9: STK525ｱﾀﾞﾌﾟﾀとで支援。

注10: STK526ｱﾀﾞﾌﾟﾀとで支援。

注11: これらのﾃﾞﾊﾞｲｽはより容易な結線用のSTK505ｱﾀﾞﾌﾟﾀでも支援されます。

注12: ATmega406のﾋﾟﾝ配置は母基板やどのｱﾀﾞﾌﾟﾀ基板でも支援されません。けれども高電
圧並列ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞがSTK500ﾌｧｰﾑｳｪｱに含まれます。

注13: 外部目的対象(ISPﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ)のみ支援。

新しいAVRﾃﾞﾊﾞｲｽの支援はAVR Studioの新版で追加されます。AVR Studioの最終版はwww. 
atmel.com から常に入手できます。
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http://www.atmel.com
http://www.atmel.com
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2.1 ｷｯﾄ内容 ■ STK500 ｽﾀｰﾀ ｷｯﾄ評価基板

 STK500用ｹｰﾌﾞﾙ

 ■ I/Oﾎﾟｰﾄと並列ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ用10芯ｹｰﾌﾞﾙ ×2

 ■ 実装書き込み(ISP)用6芯ｹｰﾌﾞﾙ ×1

 ■ UARTとﾃﾞｰﾀ ﾌﾗｯｼｭ接続用2芯ｹｰﾌﾞﾙ ×4

■ 9ﾋﾟﾝRS-232C用ｹｰﾌﾞﾙ

■ DC電源ｹｰﾌﾞﾙ

■ ﾃﾞｰﾀｼｰﾄとｿﾌﾄｳｪｱが含まれるAtmelのCD-ROM

■ AT90S8515-8PC ﾏｲｸﾛ ｺﾝﾄﾛｰﾗ試供品

2.2 必要環境 ﾊｰﾄﾞｳｪｱとｿﾌﾄｳｪｱの最低必要条件は以下です。

■　Pentium®ｸﾗｽのCPU

■　64Mﾊﾞｲﾄ(Windows9x),128Mﾊﾞｲﾄ(Windows NT/2000/XP)のRAM (この倍を推奨)

■　100Mﾊﾞｲﾄ ﾊｰﾄﾞﾃﾞｨｽｸ空き容量 (AVR Studio用)

■　115200bps RS-232Cﾎﾟｰﾄ (COMﾎﾟｰﾄ)

■　10～15V、500mA以上のDC電源

2.3 即時開始 STK500ｽﾀｰﾀ ｷｯﾄのSCKT3000D3と記載されたｿｹｯﾄにAT90S8515-8PCﾏｲｸﾛ ｺﾝﾄﾛｰﾗが搭
載されています。既定のｼﾞｬﾝﾊﾟ設定はSTK500基板上の電源とｸﾛｯｸでの実行をﾏｲｸﾛ ｺﾝﾄﾛｰ
ﾗにさせます。

このﾏｲｸﾛ ｺﾝﾄﾛｰﾗにはLEDを点滅する試験ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑが書き込まれています。AT90S8515内の
試験ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑは第9章で説明される応用(ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ)ｺｰﾄﾞ例と同等のものです。 AT90S8515内の
試験ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑを実行させるにはLEDとｽｨｯﾁを接続してSTK500の電源を入れます。

PORTB, LEDSと記載されたﾍｯﾀﾞの接続とPORTD, SWITCHESと記載されたﾍｯﾀﾞの接続には
供給された10芯ｹｰﾌﾞﾙを使います。この接続は図2-1.で示されます。

10～15Vの外部DC電源が必要です。入力回路はﾌﾞﾘｯｼﾞ全波整流で、STK500は中心が＋ま
たは－、両方のｺﾈｸﾀを自動的に扱います。中心＋のｺﾈｸﾀが使われる場合、電源ｽｨｯﾁが
GND端子を切断する(構造)のため、STK500のON/OFF切り替えは不可能かもしれません。こ
の場合、接続されているRS-232Cｹｰﾌﾞﾙのｼｰﾙﾄﾞ経由、または代わりのGND接続経由でGND
が供給される可能性があります。電源とSTK500間を電源ｹｰﾌﾞﾙで接続します。電源ｺﾈｸﾀに
DC10～15Vを供給します。電源ｽｨｯﾁはSTK500主電源のONとOFFを切り替えます。電源ON
で赤LEDが点灯し、この状態LEDは赤→黄→緑になります。緑LEDは目的(ﾃﾞﾊﾞｲｽの)VCCが
存在することを示します。AT90S8515で走行中のﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑは押されたｽｨｯﾁにLEDの点滅で応
じます。

2-1STK500 使用者の手引き

(訳注) 実際のｷｯﾄには、試供品に
ATtiny11やATmega163/16
なども含まれている場合が
あります。
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図2-1. STK500既定設定

このｽﾀｰﾀ ｷｯﾄは種々の電源やｸﾛｯｸの設定ができます。ｼﾞｬﾝﾊﾟ設定の完全な内容は3-11頁
の「3.8 ｼﾞｬﾝﾊﾟ設定」節内とｽﾀｰﾀ ｷｯﾄ基板の裏面で説明されます。

2.3.1 機器接続 AT90S8515に書き込むには図2-1.で示されるようにISP6PINﾍｯﾀﾞとSPROG3目標ISPﾍｯﾀﾞ間を
供給された6芯ｹｰﾌﾞﾙで接続します。3-6頁の3.7.1節は実装書き込み(ISP)用ｹｰﾌﾞﾙ接続を記
述します。

図2-2.で示されるように評価基板のRS232 CTRLと記載されたｺﾈｸﾀとﾊﾟｿｺﾝのCOMﾎﾟｰﾄに直
列ｹｰﾌﾞﾙを接続します。ﾊﾟｿｺﾝにAVR Studioｿﾌﾄｳｪｱをｲﾝｽﾄｰﾙします。AVR Studioのｲﾝｽﾄｰ
ﾙと使用法の指示は5-1頁の第5章で提供されます。AVR Studioが開始される時にこのﾌﾟﾛｸﾞﾗ
ﾑはSTK500がどのCOMﾎﾟｰﾄに接続されているかを自動的に検出します。

ﾊﾟｿｺﾝ接続(RS-232C)

10～15V DC

図2-2. STK500に対する接続
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2.3.2 目的AVRﾃﾞﾊﾞｲｽの
 ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ設定

2-3STK500 使用者の手引き

STK500は4.0版以降のAVR Studioで制御されます。AVR StudioはAVRでの応用の開発とﾃﾞ 
ﾊﾞｯｸﾞ用の統合開発環境(IDE)です。AVR Studioはﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ管理ﾂｰﾙ、ｿｰｽ ﾌｧｲﾙ ｴﾃﾞｨﾀ、ｼ 
ﾐｭﾚｰﾀ、ｲﾝｻｰｷｯﾄ ｴﾐｭﾚｰﾀのｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ、STK500のﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽを提供します。

目的AVRﾃﾞﾊﾞｲｽ内にHEXﾌｧｲﾙを書き込むにはAVR StudioのToolsﾒﾆｭｰからConnect...を選
択してください。これは以下で示されるﾀﾞｲｱﾛｸﾞを表示します。

STK500やAVRISPに接続するにはPlatform:一覧でSTK500 or AVRISPを選択してください。そ
してConnect...釦を押下してください。するとSTK500とAVRISP用のﾄﾞﾗｲﾊﾞが開始され、STK 
500ﾀﾞｲｱﾛｸﾞが現れるでしょう。ｼｽﾃﾑがJTAGICEやJTAGICE mkⅡのような他のﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ装
置も支援することに注意してください。

その後、Programﾀﾌﾞの引き落としﾒﾆｭｰから目的AVRﾃﾞﾊﾞｲｽを選択し、(ﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞする)目的の
Intel-HEX形式ﾌｧｲﾙを割り当てます。試験ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑを書き込む場合は試供ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑをｱｾﾝﾌﾞﾙ
し、HEXﾌｧｲﾙを作成します。

Erase釦、その後にProgram釦をｸﾘｯｸします。ﾃﾞﾊﾞｲｽ書き込み中の状態LEDは黄色に替わり、
書き込み成功時、このLEDは緑に替わります。書き込みが失敗した場合、本LEDは書き込み
後、赤に替わります。この場合は7-1頁の「第7章 障害対策の指針」を参照してください。

AVR StudioでのSTK500ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ使用の完全な記載は5-1頁の第5章で提供されます。

図2-3. AVR StudioによるSTK500でのﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ ﾒﾆｭｰ
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3.1 使用者LED STK500ｽﾀｰﾀ ｷｯﾄは8つの押し釦ｽｨｯﾁと8つの
黄色LEDを含みます。このLEDとｽｨｯﾁは基板
の他の部分から分離され、ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ用ﾍｯﾀﾞに接
続されています。これらはAVR I/Oﾎﾟｰﾄのﾍｯﾀﾞ
への提供された10芯ｹｰﾌﾞﾙで、AVRﾃﾞﾊﾞｲｽに
接続できます。図3-4.はLEDとｽｨｯﾁがI/Oﾎﾟｰﾄ 
ﾍｯﾀﾞにどう接続されるかを示します。I/Oﾎﾟｰﾄ 
ﾍｯﾀﾞからLEDやｽｨｯﾁへのｹｰﾌﾞﾙは直結される
べきです。このｹｰﾌﾞﾙはねじられるべきではあり
ません。ｹｰﾌﾞﾙの赤線が1ﾋﾟﾝを示します。これ
が各ﾍｯﾀﾞの1番ﾋﾟﾝに接続されることを確かめま
す。図3-2.はLED制御がどう実装されているか
を示します。この方法は1.8～6.0Vの全目的電
圧で同一LED光量を提供します。

注: AVRは直接LEDを駆動するのに充分な吐き出しと吸い込みの電流を流せます。STK500
の設計では、どんな目的電圧(VTG)でも同一LED光量を提供するのに、ﾄﾗﾝｼﾞｽﾀと2本の
抵抗が使われますが、VTGがなくなるとLEDをOFFにしてしまいます。

LEDn

10K

VTG +5V

150

図3-2. LED出力回路とLED用ﾍｯﾀﾞ

LED1
LED3
LED5
LED7
VTG

LED0
LED2
LED4
LED6
GND

LEDS

1 2

3.2 使用者ｽｨｯﾁ ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ用ﾍｯﾀﾞに接続されるｽｨｯﾁは図3-3.で示
されるように実装されます。ｽｨｯﾁ押下は対応す
るSWxがLowに引き込まれる原因になり、一方
開放はｽｨｯﾁ用ﾍｯﾀﾞに供すVTGに帰着します。
有効な目的電圧範囲は1.8V<VTG<6.0Vです。

注: AVRでは入力ﾋﾟﾝの内蔵ﾌﾟﾙｱｯﾌﾟを許可で
き、押し釦ｽｨｯﾁの外部ﾌﾟﾙｱｯﾌﾟについては
取り外しが必要です。STK500の設計では
押し釦ｽｨｯﾁ非押下時にSWxの論理1を提
供するために10kΩ外部ﾌﾟﾙｱｯﾌﾟが追加さ
れています。150Ωの抵抗はAVRへの入出
力電流を制限します。

10K

150

VTG

SWx

SWn

図3-3. ｽｨｯﾁ入力回路とｽｨｯﾁ用ﾍｯﾀﾞ

SW1
SW3
SW5
SW7
VTG

SW0
SW2
SW4
SW6
GND

SWITCHES

1 2

図3-1. STK500 ﾊｰﾄﾞｳｪｱ構成

電源ｽｨｯﾁ

電源ｺﾈｸﾀ

電源LED

並列
ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ用

ﾍｯﾀﾞ

ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ用
RS-232Cﾎﾟｰﾄ

制御用主MCU
状態LED

使用者通信用
RS-232Cﾎﾟｰﾄ

任意選択設定用
ｼﾞｬﾝﾊﾟ

目的AVR用
ｿｹｯﾄ

I/Oﾎﾟｰﾄ用
ﾍｯﾀﾞ使用者ｽｨｯﾁ

使用者ｽｨｯﾁ用
ﾍｯﾀﾞ

RS-232C
I/F用ﾍｯﾀﾞ

ﾃﾞｰﾀ ﾌﾗｯｼｭ
I/F用ﾍｯﾀﾞ

使用者LED

使用者LED用
ﾍｯﾀﾞ

外部用10ﾋﾟﾝISPﾍｯﾀﾞ6ﾋﾟﾝISPﾍｯﾀﾞ目標
ISPﾍｯﾀﾞ

ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ釦

Xtal用ｿｹｯﾄ

目的対象用ﾘｾｯﾄ釦拡張基板用ﾍｯﾀﾞ

拡張基板用ﾍｯﾀﾞ
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3.3 LEDとｽｨｯﾁの接続 図3-4. 使用者用LED、ｽｨｯﾁとI/Oﾎﾟｰﾄの結線

AVRのどのI/Oﾎﾟｰﾄも10芯ｹｰﾌﾞﾙを使ってこのLEDやｽｨｯﾁに接続できます。この(I/Oﾎﾟｰﾄ用)
ﾍｯﾀﾞは信号線に加えてVTG(目的電源電圧:VCC)とGNDを供給します。



3.4 I/Oﾎﾟｰﾄ ｺﾈｸﾀ 標準I/Oﾎﾟｰﾄ用ﾍｯﾀﾞのﾋﾟﾝ配置は図3-5.で示されます。四角印が1番ﾋﾟﾝを示します。

PORTE/AUXﾍｯﾀﾞにはPORTEﾋﾟﾝの信号に加え、いくつかの特別な信号と機能があります。こ
のﾍｯﾀﾞのﾋﾟﾝ配置は図3-6.で示されます。
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Px1
Px3
Px5
Px7
VTG

Px0
Px2
Px4
Px6

GND

PORTx

1 2

図3-5. 標準I/Oﾎﾟｰﾄ用ﾍｯﾀﾞのﾋﾟﾝ配置

PE1
RST
GND
XT2
VTG

PE0
PE2
REF
XT1
GND

PORTE/AUX

1 2

図3-6. ﾎﾟｰﾄE用ﾍｯﾀﾞのﾋﾟﾝ配置

このPORTE/AUXﾎﾟｰﾄの特殊機能は以下のとおりです。

PE0～PE2 これらのﾋﾟﾝは次表で示すようにﾃﾞﾊﾞｲｽによって異なります。

REF ｱﾅﾛｸﾞ基準電圧です。このﾋﾟﾝは独立したｱﾅﾛｸﾞ基準電圧ﾋﾟﾝを持つﾃﾞﾊﾞｲｽのA 
REFﾋﾟﾝに接続されます。

XT1 XTAL1ﾋﾟﾝです。全ｿｹｯﾄへの内部主ｸﾛｯｸ信号(出力)です。XTAL1ｼﾞｬﾝﾊﾟが切
断される場合、このﾋﾟﾝは外部ｸﾛｯｸ信号(入力)として使うことができます。

XT2 XTAL2ﾋﾟﾝです。XTAL1ｼﾞｬﾝﾊﾟが切断される場合、このﾋﾟﾝはXT1ﾋﾟﾝとで外部ｸ
ﾘｽﾀﾙ用に使うことができます。

LEDやｽｨｯﾁ用ﾍｯﾀﾞはI/Oﾎﾟｰﾄ用ﾍｯﾀﾞと同じﾋﾟﾝ配置を使います。ｽｨｯﾁ用ﾍｯﾀﾞのﾋﾟﾝ配置は図
3-7.で、LED用ﾍｯﾀﾞのﾋﾟﾝ配置は図3-8.で示されます。四角印が1番ﾋﾟﾝを示します。

表3-1. PE0～2の割り当て (代表例)

信号名 AT90S4414/AT90S8515

PE0 ICP

ALE

PE2 OC1B

ATmega161

PE1

PE0/ICP/INT2

PE1/ALE

PE2/OC1B

SW1
SW3
SW5
SW7
VTG

SW0
SW2
SW4
SW6
GND

SWITCHES

1 2

図3-7. 使用者ｽｨｯﾁ用ﾍｯﾀﾞのﾋﾟﾝ配置

LED1
LED3
LED5
LED7
VTG

LED0
LED2
LED4
LED6
GND

LEDS

1 2

図3-8. 使用者LED用ﾍｯﾀﾞのﾋﾟﾝ配置
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3.5 使用者用RS-232C
 ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ
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STK500は2つのRS-232Cﾎﾟｰﾄを含みます。1つのRS-232C(RS232 CTRL)はAVR Studioとの
通信に使われます。他方のRS-232C(RS232 SPARE)は直列ﾎﾟｰﾄがRS-232Cに接続されたﾊﾟｿ
ｺﾝとｿｹｯﾄ内の目的AVR ﾏｲｸﾛ ｺﾝﾄﾛｰﾗ間の通信に使えます。RS-232Cを使うにはAVRのUA 
RTﾋﾟﾝがRS232Cへ物理的に接続されなければなりません。

RS232 SPAREと記載された2ﾋﾟﾝのﾍｯﾀﾞはRS232Cﾚﾍﾞﾙ変換器をｿｹｯﾄ上の目的AVRﾏｲｸﾛ ｺﾝ
ﾄﾛｰﾗのUARTﾋﾟﾝへ接続するのに使えます。UARTﾋﾟﾝをRS-232Cへ接続するには2芯ｹｰﾌﾞﾙ
を使います。この接続は図3-9.で示されます。RS-232C接続の構成図は図3-10.で示されま
す。

図3-9. I/OﾋﾟﾝのUART接続

TXD

RXD ﾚﾍﾞﾙ変換

VTG 5V

MAX202CSE

470

470 102 102

2
3

5V

図3-10. UARTﾋﾟﾝ接続回路

RS232 SPARE RS232 SPARE

3.6 ﾃﾞｰﾀ用ﾌﾗｯｼｭ ﾒﾓﾘ 不揮発性ﾃﾞｰﾀ保管場所としてAT45D021 2Mﾋﾞｯﾄ DataFlashがSTK500上に含まれます。Data 
FlashはSPI直列ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽの高密度ﾌﾗｯｼｭ ﾒﾓﾘです。DataFlashの詳細ﾃﾞｰﾀｼｰﾄはAtmel 
CD-ROMのﾌﾗｯｼｭ ﾒﾓﾘ部門、またはAtmelのｳｪﾌﾞｻｲﾄから入手できます。

DataFlashはﾏｲｸﾛ ｺﾝﾄﾛｰﾗ ｿｹｯﾄのI/Oﾋﾟﾝに接続できます。DATAFLASHと記載された4ﾋﾟﾝ 
ﾍｯﾀﾞはDataFlashのSPIｲﾝﾀｰﾌｪｰｽをｿｹｯﾄ内の目的AVRﾏｲｸﾛ ｺﾝﾄﾛｰﾗへ接続するのに使え
ます。DataFlashのI/Oﾋﾟﾝへの接続用2芯ｹｰﾌﾞﾙはSTK500に含まれます。DataFlashがAVRﾏｲ
ｸﾛ ｺﾝﾄﾛｰﾗのPORTBのﾊｰﾄﾞｳｪｱSPIｲﾝﾀｰﾌｪｰｽに接続される場合、供給された10芯ｹｰﾌﾞﾙも
使えます。I/Oﾋﾟﾝの接続は図3-13.で示されます。ﾊｰﾄﾞｳｪｱSPIｲﾝﾀｰﾌｪｰｽへのDataFlashの接
続に関するDataFlash接続の構成図は図3-14.で示されます。SPIｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ ﾋﾟﾝ配置は図
3-11.と図3-12.で示されます。

注: AT45D021ﾃﾞｰﾀﾌﾗｯｼｭは
製造終了で、従って後期の
STK500基板では実装され
ていません。

PB1
PB3
PB5 (MOSI)
PB7 (SCK)
VTG

PB0
PB2

(SS) PB4
(MISO) PB6

GND

PORTB

1 2

図3-11. 40ﾋﾟﾝ ﾃﾞﾊﾞｲｽ SPI ﾋﾟﾝ配置

PB1
PB3 (MOSI)
PB5 (SCK)
PB7
VTG

PB0
(SS) PB2

(MISO) PB4
PB6

GND

PORTB

1 2

図3-12. 28ﾋﾟﾝ ｱﾅﾛｸﾞ ﾃﾞﾊﾞｲｽ SPI ﾋﾟﾝ配置
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図3-13. AT90S8515に於けるDataFlashとI/Oﾋﾟﾝの接続

VTG 5V

DataFlash
AT45D021

CS
SI

S0
SCK

S0

SI

SCK

CS

5V

図3-14. DataFlash接続回路

ﾚﾍﾞﾙ変換DATAFLASH



3.7 目的対象AVRｿｹｯﾄ ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ部はｽﾀｰﾀ ｷｯﾄ中央、白色領域内の8つのｿｹｯﾄで構成されます。これらのｿｹｯﾄに
は目的のAVRﾃﾞﾊﾞｲｽが応用での使用やﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ用に挿入できます。

注: ｿｹｯﾄには同時に1つのAVRﾃﾞﾊﾞｲｽだけが挿入されるべきです。

AVRのﾌﾗｯｼｭ ﾒﾓﾘは1000(ﾃﾞﾊﾞｲｽによっては10000)回のﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ操作に関して間違いない
ことが保証されています。ﾌﾗｯｼｭ ﾒﾓﾘの代表的な寿命はもっと長寿命です。

注: ｿｹｯﾄへのﾃﾞﾊﾞｲｽ挿入時にﾃﾞﾊﾞｲｽの向きを確認してください。

ﾃﾞﾊﾞｲｽ短辺のﾉｯﾁ(くぼみ)はｿｹｯﾄの窪みと一致しなければなりません。ﾃﾞﾊﾞｲｽが誤った方法
で挿入されると、ﾃﾞﾊﾞｲｽやｽﾀｰﾀ ｷｯﾄに損害を与えるかもしれません。

ｿｹｯﾄ部は応用(ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ)実行とﾃﾞﾊﾞｲｽのﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ両方で使われます。
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図3-15. STK500 ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ基部

ｿｹｯﾄに挿入されたﾃﾞﾊﾞｲｽはAVR Studioから2つの異なる方法でﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞできます。

 1. ﾃﾞﾊﾞｲｽが動作している通常供給電圧でのAVR実装書き込み(ISP)。

 2. 供給電圧が常に5Vでの高電圧ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ。

4つの標準信号(VTARGET, RESET, XTAL1, AREF)がｿｹｯﾄ部に接続できます。

後続の節は両方のﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ法の使用方法を記述します。AVR Studio ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ ｿﾌﾄｳｪｱ
使用の教示については5-1頁の「第5章 AVR Studioの使用法」を参照してください。

3.7.1 ISPﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ 実装書き込み(ISP)はAVRのﾌﾗｯｼｭ ﾒﾓﾘとEEPROMにｺｰﾄﾞ(ﾃﾞｰﾀ)をﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞ(書く)ために、
AVRの内部SPI(直列周辺ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ)を使います。ISPﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞはVCC,GND,RESETとﾌﾟﾛｸﾞ
ﾗﾐﾝｸﾞ用の3つの信号線だけが必要です。AT90C8534,ATtiny10/11/28,ATmega406を除く、
全AVRﾃﾞﾊﾞｲｽでISPﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞができます。AVRは一般的に2.7～6.0(1.8～5.5)Vの通常動作
電圧でﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞできます。高電圧信号は必要ありません。ISP書き込み器は内部ﾌﾗｯｼｭ ﾒﾓ
ﾘとEEPROMの両方にﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ(読み書き)できます。多くのﾃﾞﾊﾞｲｽではｸﾛｯｸ元、起動時間、低
電圧検出(BOD)ﾘｾｯﾄの選択用ﾋｭｰｽﾞ ﾋﾞｯﾄもﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ(読み書き)します。

ISP周波数(SCK)が目的ｸﾛｯｸの1/4よりも低くなければならないことに注意してください。けれど
もこれは目的ｸﾛｯｸとISPｸﾛｯｸの両方で50%:50%のﾃﾞｭｰﾃｨ比を必要とします。1/5またはSTK 
500で勧められた目的ｸﾛｯｸよりも低いISP周波数で走らせてください。ISP周波数はSTK500使
用者ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽのMainﾀﾌﾞでISP選択後、ISP周波数設定(Settings...)釦からの設定によって設
定されます。

高電圧ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞはISPﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞで支援されないﾃﾞﾊﾞｲｽもﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ(読み書き)できます。いく
つかのﾃﾞﾊﾞｲｽは特定ﾋｭｰｽﾞ ﾋﾞｯﾄのﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞに高電圧ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞが必要です。高電圧ﾌﾟﾛｸﾞ
ﾗﾐﾝｸﾞ使用法の教示については3-8頁の「高電圧ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ」項を参照してください。

ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽがﾃﾞﾊﾞｲｽによって異なるﾋﾟﾝに配置されるため、ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ信号の正し
いﾋﾟﾝへの配線に3つのﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ ﾍｯﾀﾞ(SPROGn)が使われます。6芯ｹｰﾌﾞﾙはISP信号の目
的ISPﾍｯﾀﾞへの接続用に供給されます。色分けと番号は各ｿｹｯﾄにどのISPﾍｯﾀﾞが使われるか
を示すのに使われます。

ISPﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ中、6芯ｹｰﾌﾞﾙはISP6PINと記載されたﾍｯﾀﾞへ常に接続されていなければなりま
せん。青色ｿｹｯﾄのﾃﾞﾊﾞｲｽにﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞする時は、ｹｰﾌﾞﾙ他端をSPROG1 ISPﾍｯﾀﾞに接続しま
す。同様に緑色ｿｹｯﾄの時はSPROG2、赤色ｿｹｯﾄの時はSPROG3 ISPﾍｯﾀﾞを使います。表3-2.
はどのｿｹｯﾄがどのAVRﾃﾞﾊﾞｲｽ用か、ISPﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞにどのSPROGn ISPﾍｯﾀﾞを使うかを示しま
す。



6芯ｹｰﾌﾞﾙはISP6PINﾍｯﾀﾞから正しいSPROGn目的ISPﾍｯﾀﾞへ直結されるべきです。このｹｰﾌﾞﾙ
はねじられるべきではありません。ｹｰﾌﾞﾙの色付き(赤)線が1番ﾋﾟﾝを示します。これが各ﾍｯﾀﾞ
の1番ﾋﾟﾝに接続されることを確認します。

8ﾋﾟﾝ ﾃﾞﾊﾞｲｽのﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ時、以下に注意してください。いくつかのﾃﾞﾊﾞｲｽ(ATtiny11/12/13/ 
15/25/45/85)で1番ﾋﾟﾝはRESETとPB5の両方に使われます。8ﾋﾟﾝ ｿｹｯﾄ(SCKT3400D1, SCK 
T3600A1)の1番ﾋﾟﾝはPB5に接続されます。従ってISPﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ中に使われるRESET信号は
これらｿｹｯﾄの1番ﾋﾟﾝに接続されません。この信号はPORTE/AUXﾍｯﾀﾞのRSTとPORTBﾍｯﾀﾞの
PB5間の配線によって接続されなければなりません。PORTE/AUXﾍｯﾀﾞのXT1(7番ﾋﾟﾝ)と
PORTBﾍｯﾀﾞのPB3(4番ﾋﾟﾝ)を接続するために2芯ｹｰﾌﾞﾙを使います。これはAVRﾃﾞﾊﾞｲｽにｸﾛｯ
ｸ ｼｽﾃﾑを接続します。
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表3-2. AVRｿｹｯﾄ、ISPﾍｯﾀﾞ対応表

AVRﾃﾞﾊﾞｲｽ 注意STK500ｿｹｯﾄ 色 番号 ISPﾍｯﾀﾞ

SCKT3300D3 赤AT90S1200/2313  ATtiny2313 3 SPROG3

AT90S2323/2343
ATtiny12/13/22/25/45/85

1,3
SCKT3400D1 青 1

SPROG1ATtiny11
5

SCKT3500D- 無しATtiny28 無し

AT90S4414/8515
ATmega8515/161/162 SCKT3000D3

赤 3 SPROG3AT89S51  AT89S52 7

AT90S4434/8535, ATmega8535/16/163
/164P/32/323/324P/644(P)/1284P

SCKT3100A3

AT90S2333/4433 ATtiny48/88
ATmega48(P)/8/88(P,PA)/168(P)/328P

SCKT3200A2 緑 2 SPROG2

SCKT3600A1 青ATtiny15 1 1
SPROG1

SCKT3700A1 青ATtiny26/261/461/861 1 2,4,8

STK501ｱﾀﾞﾌﾟﾀを使います。
ATmega64/103/128/1281/2561

AT90CAN32/128

ATmega165(P)/169(P)/325(P)/329(P)/
645/649

STK502ｱﾀﾞﾌﾟﾀを使います。

ATmega640/1280/2560 STK503ｱﾀﾞﾌﾟﾀを使います。

ATmega3250(P)/3290(P)/6450/6490 STK504ｱﾀﾞﾌﾟﾀを使います。

ATtiny24/44/84 STK505ｱﾀﾞﾌﾟﾀを使います。

AT86RF401-EK1経由で使います。AT86RF401 6

注1: PORTE/AUXﾍｯﾀﾞのRSTとPORTBﾍｯﾀﾞのPB5を接続します。

注2: PORTE/AUXﾍｯﾀﾞのRSTとPORTBﾍｯﾀﾞのPB7を接続します。

注3: AT90S2323はPORTE/AUXﾍｯﾀﾞのXT1とPORTBﾍｯﾀﾞのPB3を接続します。

注4: PORTE/AUXﾍｯﾀﾞのXT1とPORTBﾍｯﾀﾞのPB4を接続します。

注5: 高電圧ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞのみです。

注6: ｿｹｯﾄ支援なし、外部ISPﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞがAT86RF401評価ｷｯﾄを通して支援します。

注7: これらはMCS51ｺｱ互換ﾃﾞﾊﾞｲｽで、AVRｺｱではありません。これらのﾃﾞﾊﾞｲｽではISPﾌﾟﾛ
 ｸﾞﾗﾐﾝｸﾞだけが支援され、他の機能はありません。

注8: これらのﾃﾞﾊﾞｲｽはSTK505ｱﾀﾞﾌﾟﾀでも支援されます。

AT90PWM2/2B/216/3/3B/316 STK520ｱﾀﾞﾌﾟﾀを使います。

AT90USB646/647/1286/1287 STK525ｱﾀﾞﾌﾟﾀを使います。

AT90USB82/162 STK526ｱﾀﾞﾌﾟﾀを使います。
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図3-16.はAT90S2313がISPﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞできる例を示します。6芯ｹｰﾌﾞﾙはISP6PINﾍｯﾀﾞから赤
のSPROG3 ISPﾍｯﾀﾞへ接続され、AT90S2313ﾃﾞﾊﾞｲｽはSCKT3100D3と記載された赤のｿｹｯﾄに
挿入されます。

AVR

SCKT3300D3
SPROG2

SPROG3

ISP6PIN

図3-16. AT90S2313のISPﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ接続例

SPROG1

AVR内のﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑを走行中にISPﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ用の6芯ｹｰﾌﾞﾙを取り外す必要はありません。ISP 
ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞに使われるﾎﾟｰﾄ ﾋﾟﾝは使用者ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑで他の目的に使えます。
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3.7.2 高電圧ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ 高電圧ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞはAVRﾃﾞﾊﾞｲｽのRESETﾋﾟﾝに12Vのﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ電圧が供給されます。全て
のAVRﾃﾞﾊﾞｲｽが高電圧ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞでﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞでき、目的ﾃﾞﾊﾞｲｽがｿｹｯﾄに実装されている
間にﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞできます。

高電圧ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞについては2つの異なる方法が使われます。8ﾋﾟﾝ ﾃﾞﾊﾞｲｽは直列ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ 
ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽを、一方他のﾃﾞﾊﾞｲｽは並列ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽを使います。ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ信号
はSTK500と共に供給されたｹｰﾌﾞﾙを使って目的ﾃﾞﾊﾞｲｽの正しいﾋﾟﾝへ配線されます。

表3-3.はﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ法と高電圧ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ使用時の特別な考慮を示します。

表3-3. 高電圧ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ設定

AVRﾃﾞﾊﾞｲｽ 備考STK500ｿｹｯﾄ 色 番号

SCKT3300D3AT90S1200/2313 ATtiny2313

赤AT90S4414/8515 3SCKT3000D3
高電圧並列ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ。
PROG CTRLとPORTDﾍｯﾀﾞ間、
PROG DATAとPORTBﾍｯﾀﾞ間
を接続(基本)。(図3-17.参照)

AT90S4434/8535 SCKT3100A3

SCKT3500D- 無ATtiny28 無

SCKT3000D3ATmega8515/161/162
赤 3

高電圧並列ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ。基本
接続にBSEL2ｼﾞｬﾝﾊﾟを装着。SCKT3100A3

ATmega8535/16/163/164P/
32/323/324P/644(P)/1284P

AT90S2333/4433
高電圧並列ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ。基本
接続にPJUMPｼﾞｬﾝﾊﾟを装着。

SCKT3200A2 緑 2
ATtiny48/88 ATmega48(P)/

8/88(P,PA)/168(P)/328P

高電圧並列ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ。基本
接続にPJUMPｼﾞｬﾝﾊﾟを装着。
BSEL2とPC2間を接続。

SCKT3400D1AT90S2323/2343
ATtiny11/12/13/22/25/45/85 青 1 高電圧直列ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ。

SCKT3600A1ATtiny15

高電圧並列ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ。
要特殊ｹｰﾌﾞﾙ(注1)。

SCKT3700A1 青 1
ATtiny26/261/461/861

高電圧並列ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ。
STK505使用 無 無

ATtiny24/44/84 高電圧直列ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ。

ATmega64/103/128/1281/
2561, AT90CAN32/64/128

STK501使用 (STK501使用者の手引き参照)

ATmega165(P)/169(P)/325(P)/
329(P)/645/649

STK502使用 (STK502使用者の手引き参照)

ATmega640/1280/2560 STK503使用 (STK503使用者の手引き参照)

ATmega3250(P)/3290(P)/
6450/6490

STK504使用 (STK504使用者の手引き参照)

AT90PWM2/2B/216/3/3B/316 STK520使用 (STK520使用者の手引き参照)

AT90USB646/647/1286/1287 STK525使用 (STK525使用者の手引き参照)

AT90USB82/162 STK526使用 (STK526使用者の手引き参照)

注: STK5xxｱﾀﾞﾌﾟﾀ使用時の接続に関してはそのｱﾀﾞﾌﾟﾀの使用者の手引きをご覧ください。

注1: 特殊なｹｰﾌﾞﾙ接続が必要です。詳細については3.8.7節を参照してください。
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3.7.2.1 高電圧並列 
 ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ

高電圧ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞを使うにはﾌﾟﾛ
ｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ信号がAVRのI/Oﾋﾟﾝに配
線されなければなりません。図3- 
17.で示されるようにSTK500と共
に供給された2本の10芯ｹｰﾌﾞﾙが
PROG DATAﾍｯﾀﾞとPORTBﾍｯ
ﾀﾞ、PROG CTRLﾍｯﾀﾞとPORTD
ﾍｯﾀﾞの接続に使えます。

図3-17. 高電圧並列ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ接続

高電圧ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ使用時にSTK500上のいくつかのｼﾞｬﾝﾊﾟ設定が変更されなければなりませ
ん。図3-18.はこれらのｼﾞｬﾝﾊﾟ設定を示します。

ｼﾞｬﾝﾊﾟ
装着

ﾃﾞﾊﾞｲｽ
対応装着
(以下参照)

VTARGET

AREF

RESET

XTAL1

OSCSEL

BSEL2

PJUMP

図3-18. 高電圧ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ用ｼﾞｬﾝﾊﾟ設定

高電圧並列ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ用のﾊｰﾄﾞｳｪｱ設定を次に示します。

 1. 電源をOFFにします。

 2. 3-9頁の表3-3.に従って書き込むﾃﾞﾊﾞｲｽをｿｹｯﾄに装着します。

 3. PROG DATAﾍｯﾀﾞとPORTBﾍｯﾀﾞを10芯ｹｰﾌﾞﾙで接続します。

 4. PROG CTRLﾍｯﾀﾞとPORTDﾍｯﾀﾞを10芯ｹｰﾌﾞﾙで接続します。 

 5. ｿﾌﾄｳｪｱで制御されたｸﾛｯｸを選択するためにOSCSELの1番ﾋﾟﾝと2番ﾋﾟﾝにｼﾞｬﾝﾊﾟを装着
します。

 6. ﾃﾞﾊﾞｲｽへ発振器信号を配線するためにXTAL1ｼﾞｬﾝﾊﾟを装着します。

 7. VTARGETとRESETｼﾞｬﾝﾊﾟを装着します。

 8. AT90S2333/4433,ATtiny48,ATmega48/48P/8/88/88P/88PA/168/168P/328Pのﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐ
ﾝｸﾞ時にPJUMPｼﾞｬﾝﾊﾟを装着します。2芯ｹｰﾌﾞﾙがｼﾞｬﾝﾊﾟの代わりに使えます。「3.8.6 PJU 
MPｼﾞｬﾝﾊﾟ」をご覧ください。

 9. 必要とするﾃﾞﾊﾞｲｽに対してBSEL2ｼﾞｬﾝﾊﾟを装着します。「3.8.5 BSEL2ｼﾞｬﾝﾊﾟ」をご覧くださ
い。

10. 目的応用回路をSTK500から切り離します。

11. 電源を投入します。

12. ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ前にVTARGET電圧が4.5～5.5V間かを確認します(5.3.6.1参照)。

ｼﾞｬﾝﾊﾟ設定の完全な説明については「3.8 ｼﾞｬﾝﾊﾟ設定」章を参照してください。

注: ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞを開始する前には高電圧ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ用ﾊｰﾄﾞｳｪｱ設定を取り外してください。
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3.7.2.2 高電圧直列 
 ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ

少数ﾋﾟﾝのAVRは高電圧ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ中の並列通信を使うにはﾋﾟﾝ数が少なすぎます。これらは
代わりに直列通信を使います。これはより少ない信号が配線されなければならないことを意味
します。次に高電圧直列ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞのﾊｰﾄﾞｳｪｱ設定を示します。

 1. 電源をOFFにします。

 2. 3-9頁の表3-3.に従って書き込むﾃﾞﾊﾞｲｽをｿｹｯﾄに装着します。

 3. ｿﾌﾄｳｪｱで制御されたｸﾛｯｸを選択するためにOSCSELの1番ﾋﾟﾝと2番ﾋﾟﾝにｼﾞｬﾝﾊﾟを装着
します。

 4. ﾃﾞﾊﾞｲｽへ発振器信号を配線するためにXTAL1ｼﾞｬﾝﾊﾟを装着します。 

 5. VTARGETとRESETｼﾞｬﾝﾊﾟを装着します。

 6. PORTBﾍｯﾀﾞのPB3(4番)ﾋﾟﾝとPORTE/AUXﾍｯﾀﾞのXT1(7番)ﾋﾟﾝを接続するために1つの2
芯ｹｰﾌﾞﾙを使います。これはｸﾛｯｸ ｼｽﾃﾑをAVRﾃﾞﾊﾞｲｽに接続します。

 7. PORTBﾍｯﾀﾞのPB5(6番)ﾋﾟﾝとPORTE/AUXﾍｯﾀﾞのRST(4番)ﾋﾟﾝを接続するために他の2芯
ｹｰﾌﾞﾙを使います。これはﾘｾｯﾄ ｼｽﾃﾑをAVRﾃﾞﾊﾞｲｽに接続します。

 8. SPROG1ﾍｯﾀﾞのPB0,PB2(4,3番)ﾋﾟﾝとPROG DATAﾍｯﾀﾞのDATA0,DATA2(1,3)ﾋﾟﾝを接続
するために3つ目の2芯ｹｰﾌﾞﾙを使います。

 9. SPROG1ﾍｯﾀﾞのPB1(1番)ﾋﾟﾝとPROG DATAﾍｯﾀﾞのDATA1(2番)ﾋﾟﾝを接続するために最
後の2芯ｹｰﾌﾞﾙを使います。

10. 電源を投入します。

11. ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ前にVTARGET電圧が4.5～5.5V間かを確認します。

全ての接続は図3-19.に示されます。

図3-19. 高電圧直列ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ用接続
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3.8 ｼﾞｬﾝﾊﾟ設定 主ﾏｲｸﾛ ｺﾝﾄﾛｰﾗと8つのｼﾞｬﾝﾊﾟがｽﾀｰﾀ ｷｯﾄのﾊｰﾄﾞｳｪｱ設定を制御します。通常の動作中、こ
れらのｼﾞｬﾝﾊﾟは既定位置が装着されるべきです。ｽﾀｰﾀ ｷｯﾄの高度な使用設定のためにｼﾞｬﾝ
ﾊﾟは脱着できます。ｼﾞｬﾝﾊﾟ設定と使用法は次章で示されます。既定のｼﾞｬﾝﾊﾟ設定は図3-20.
で示されます。

VTARGET

AREF

RESET

XTAL1

OSCSEL

BSEL2

PJUMP

図3-20. 既定ｼﾞｬﾝﾊﾟ設定

表3-4. ｼﾞｬﾝﾊﾟ一覧

ｼﾞｬﾝﾊﾟ名 意味

VTARGET 基板内VTARGET供給電源接続。

基板内ｱﾅﾛｸﾞ基準電圧接続。

PJUMP
高電圧ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ時に装着を必要するﾃﾞﾊﾞｲｽの一覧については
「PJUMPｼﾞｬﾝﾊﾟ」をご覧ください。

既定

AREF

装着

装着

未装着

基板内ﾘｾｯﾄ部信号接続。RESET 装着

基板内ｸﾛｯｸ部信号接続。XTAL1 装着

基板内発振器選択。OSCSEL 装着

高電圧ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ時に装着を必要するﾃﾞﾊﾞｲｽの一覧については
「BSEL2ｼﾞｬﾝﾊﾟ」をご覧ください。
ATmega48/48P/8/88/88P/168/168P/328Pの高電圧ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ
時はPC2に接続。

BSEL2 未装着
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3.8.1 VTARGET
 目的VCC設定

VTARGETは目的AVRﾏｲｸﾛｺﾝﾄﾛｰﾗのｿｹｯﾄへの供給電源を制御します。AVR Studioで制御
される基板内電源か、外部電源かどちらかにできます。VTARGETｼﾞｬﾝﾊﾟ装着で基板内電源
が接続されます。基板内電源はAVR Studioから0～6.0Vに調整できます。VTARGET電圧調
整前にAVRﾃﾞﾊﾞｲｽの動作電圧に関して各々のﾃﾞｰﾀｼｰﾄを常に確かめてください。

基板内電源の使用は目的回路部に約0.5Aが配給できます。目的回路部の範囲について理
解するには「付録A STK500構成図」を参照してください。 

VTARGETｼﾞｬﾝﾊﾟ未装着の場合、目的対象のVCCは外部電源からPORTxﾍｯﾀﾞのVTGﾋﾟﾝの1
つに供給されなければなりません。図3-21.はVTARGETｼﾞｬﾝﾊﾟ切り替えを示します。

VTARGETに外部電源を使う時はVTARGETをAREF(ｱﾅﾛｸﾞ基準)電圧以上に制御しなければ
なりません。外部VTARGET電圧使用時、常に共通GNDを接続します。

VTARGET

AREF

VTARGET

AREF

ｼﾞｬﾝﾊﾟ装着

ｼﾞｬﾝﾊﾟ未装着

図3-21. VTARGETｼﾞｬﾝﾊﾟ

基板内VTARGET電源接続(既定)

基板内VTARGET電源切断

STK500の主ﾏｲｸﾛ ｺﾝﾄﾛｰﾗは内蔵PWMを使用して目的電圧を制御します。図3-22.はVTAR 
GET信号の内部接続を示します。

主MCU

VTARGET
ｼﾞｬﾝﾊﾟ

PWM

各ﾍｯﾀﾞ
VTG

緑色LED

電圧
安定器

VIN (10～15V)
0～6V

Wr

Rd
ADC

図3-22. VTARGET構成

LPF

LPF

注: 緑色LEDはVTG利用可能時に点灯します。VTGなしでSTK500のﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞやﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ領
域の使用は不可能です。

内部VTARGETには短絡防止回路があります。VTARGETが0.3Vよりも高く設定され、主ﾏｲｸﾛ 
ｺﾝﾄﾛｰﾗが80ms間0.3V以下を計測すると、主ﾏｲｸﾛ ｺﾝﾄﾛｰﾗはこのVTARGETと内部AREFを
遮断します。これが起きると、状態LEDが高速点滅します。

外部VTARGETが使われ、且つ外部VTARGETがOFFに切り替わると、これも(偽の)短絡とし
てSTK500によって検出されます。 後者の場合、内部VTARGET電圧を0.3V以下に下げること
によって(発生を)無くせます。
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ｱﾅﾛｸﾞ基準電圧(AREF)はAVRの内蔵A/D変換器へ基準電圧を供給できます。AREFｼﾞｬﾝﾊﾟ
が装着されると、基板内ｱﾅﾛｸﾞ基準電圧がAVRのAREFに接続されます。基板内ｱﾅﾛｸﾞ基準
電圧は0～6.0VにAVR Studioから調整できますが、VTARGET電圧を超えられません。

AREFｼﾞｬﾝﾊﾟ未装着時、AREF電圧は外部電源からPORTE/AUXﾍｯﾀﾞのAREFﾋﾟﾝ(図3-6.参
照)に供給されなければなりません。図3-23.はAREFｼﾞｬﾝﾊﾟ切り替えを示します。

AREFに外部ｱﾅﾛｸﾞ基準電圧を使う時はVTARGET(目的電源電圧)をAREF以上に制御しなけ
ればなりません。これはAREF設定前にAVR StudioからVTG値を読むことによって容易に制御
できます。

VTARGET

AREF

RESET

VTARGET

AREF

RESET

図3-23. AREFｼﾞｬﾝﾊﾟ

ｼﾞｬﾝﾊﾟ装着

ｼﾞｬﾝﾊﾟ未装着

基板内AREF電圧接続(既定)

基板内AREF電圧切断

STK500の主ﾏｲｸﾛ ｺﾝﾄﾛｰﾗは内蔵PWMを使って基板内AREF電圧を制御します。AVRのA 
REF信号はPORTE/AUXﾍｯﾀﾞでも入出力でき、このﾋﾟﾝは外部AREF信号にも使えます。図
3-24.はAREF信号の内部接続を示します。

AREF
ｼﾞｬﾝﾊﾟ

PWM

AREF
電圧

安定器
VIN (10～15V)

0～6V

ADC

図3-24. AREF構成

PE1
RST
GND
XT2
VTG

PE0
PE2REF

XT1
GND

PORTE/AUX

1 2

主MCU

Wr

Rd

LPF

LPF

AVR Studioで制御されるｱﾅﾛｸﾞ基準電圧はAVRのA/D変換計測に関して、またはｱﾅﾛｸﾞ比較
器の入力としても使えます。AVRのAREF信号はVTGへの接続もできます。

内部AREFには短絡防止回路があります。AREF値が0.3Vよりも高く設定され、主ﾏｲｸﾛ ｺﾝﾄﾛｰ
ﾗが80ms間0.3V以下を計測すると、主ﾏｲｸﾛ ｺﾝﾄﾛｰﾗはAREFを遮断します。これが起きると、
状態LEDが低速点滅します。

短絡回路がVTARGETで検出されると、AREFも主ﾏｲｸﾛ ｺﾝﾄﾛｰﾗによって遮断されます(加え
て内部VTARGETの遮断)。この場合、状態LEDは高速点滅します。
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RESETｼﾞｬﾝﾊﾟはSTK500のRESET信号を制御します。ｿｹｯﾄ内の目的ﾃﾞﾊﾞｲｽのISPﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ
時、主ﾏｲｸﾛ ｺﾝﾄﾛｰﾗは応用回路の邪魔をせずにAVRﾃﾞﾊﾞｲｽをﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞします。RESETｼﾞｬ
ﾝﾊﾟ装着時、主ﾏｲｸﾛ ｺﾝﾄﾛｰﾗはAVRのRESET信号を制御します。RESETｼﾞｬﾝﾊﾟ未装着時、
RESET信号は切断されます。これは外部ﾘｾｯﾄ ｼｽﾃﾑ付きの応用試作品に有用です。

AVRﾃﾞﾊﾞｲｽの高電圧ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ時、常にRESETｼﾞｬﾝﾊﾟを装着しなければなりません。外部ﾘ
ｾｯﾄ ｼｽﾃﾑ使用時、ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ中のﾘｾｯﾄ ｼｽﾃﾑは主ﾏｲｸﾛ ｺﾝﾄﾛｰﾗによって制御されるﾘｾｯﾄ
信号を許さなければなりません。RESETｼﾞｬﾝﾊﾟ未装着時、RESET釦は切り離されます。図
3-25.はRESETｼﾞｬﾝﾊﾟ選択を示します。

AREF

RESET

XTAL1

AREF

RESET

XTAL1

図3-25. RESETｼﾞｬﾝﾊﾟ

ｼﾞｬﾝﾊﾟ装着

ｼﾞｬﾝﾊﾟ未装着

基板内RESET信号接続(既定)

基板内RESET信号切断

STK500上の主ﾏｲｸﾛ ｺﾝﾄﾛｰﾗは目的AVRへのRESET信号を制御します。AVRﾃﾞﾊﾞｲｽのRESE 
T信号はPORTE/AUXﾍｯﾀﾞでも入出力でき、このﾋﾟﾝは外部RESET信号にも使えます。図3- 
26.はRESET信号の内部接続を示します。

主MCU RESET
0V-VTG-12Vﾘｾｯﾄ

回路

RESET

RESET

ｼﾞｬﾝﾊﾟ

図3-26. RESET構成

PE1 RST

GND
XT2
VTG

PE0
PE2
REF
XT1
GND

PORTE/AUX

1 2

注: 高電圧ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ中にSTK500はAVRのRESET信号へ12Vを供給します。従ってAVRの
高電圧ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ前に、これを操作しかねない外部ﾘｾｯﾄ回路は切断されなければなりま
せん。

外部ｼｽﾃﾑに接続される時に外部ﾌﾟﾙｱｯﾌﾟ抵抗がRESET信号
線に接続されることが多々あります。代表的なﾘｾｯﾄ接続は図
3-27.に示されます。外部ﾌﾟﾙｱｯﾌﾟ抵抗が低すぎる(<4.7kΩ)場
合、STK500はRESET信号線をLowに引き込めません。

R (4.7kΩ)

図3-27. 外部ﾘｾｯﾄ接続

C (103)
RESET
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STK500には目的AVR用に多くのｸﾛｯｸ元があります。XTAL1とOSCSELｼﾞｬﾝﾊﾟの設定はｸﾛｯｸ
選択を制御します。OSCSELｼﾞｬﾝﾊﾟはAVRのXTAL1ﾋﾟﾝに配線する信号を決めます。

XTAL1ｼﾞｬﾝﾊﾟ装着時、STK500内部ｸﾛｯｸ ｼｽﾃﾑが目的AVRの主ｸﾛｯｸとして使われます。XT 
AL1ｼﾞｬﾝﾊﾟ未装着時、内部ｸﾛｯｸ ｼｽﾃﾑは切り離されます。これはAVRへの目的ｸﾛｯｸ元として
外部ｸﾛｯｸ信号またはｸﾘｽﾀﾙが使われるのを許します。図3-28.はXTAL1ｼﾞｬﾝﾊﾟ選択を示しま
す。

AREF

RESET

XTAL1

OSCSEL

AREF

RESET

XTAL1

OSCSEL

図3-28. XTAL1ｼﾞｬﾝﾊﾟ

ｼﾞｬﾝﾊﾟ装着

ｼﾞｬﾝﾊﾟ未装着

基板内XTAL1信号接続(既定)

基板内XTAL1信号切断

XTAL1ｼﾞｬﾝﾊﾟ未装着時、PORTE/AUXﾍｯﾀﾞに外部ｸﾛｯｸ信号またはｸﾘｽﾀﾙが接続できます。
これは図3-30.で示されます。

XTAL1ｼﾞｬﾝﾊﾟ装着時、STK500の内部ｸﾛｯｸ ｼｽﾃﾑが目的AVRへの主ｸﾛｯｸとして使われま
す。内部ｸﾛｯｸ ｼｽﾃﾑは基板上のｸﾘｽﾀﾙ ｿｹｯﾄ内のｸﾘｽﾀﾙ発振子か、主ﾏｲｸﾛ ｺﾝﾄﾛｰﾗからｿﾌ
ﾄｳｪｱ生成されたｸﾛｯｸのどちらかが使えます。ｿﾌﾄｳｪｱ生成されたｸﾛｯｸの周波数は0～3.68 
MHzに設定できます。既定値は3.68MHzです。5-11頁の5.3.6.2項はAVR Studioからこのｸﾛｯｸ
周波数を設定する方法を説明します。

主ｸﾛｯｸとしてSTK500のｿﾌﾄｳｪｱ生成されたｸﾛｯｸを使う時に目的AVRﾏｲｸﾛ ｺﾝﾄﾛｰﾗのﾋｭｰｽﾞ
はｸﾛｯｸ元として外部ｸﾛｯｸ用に設定されるべきです。これはﾏｲｸﾛ ｺﾝﾄﾛｰﾗに最短起動時間を
与えます。起動時間の詳細についてはAVRﾏｲｸﾛ ｺﾝﾄﾛｰﾗのﾃﾞｰﾀｼｰﾄを参照してください。ｸ
ﾛｯｸ元ﾋｭｰｽﾞ設定の説明については5-6頁の5.3.3項を参照してください。AVRﾃﾞﾊﾞｲｽの全てが
ｸﾛｯｸ元としてｸﾘｽﾀﾙまたは発振器のどちらを使うか選ぶためのﾋｭｰｽﾞを持っている訳ではあり
ません。

内部ｸﾛｯｸ ｼｽﾃﾑはOSCSELｼﾞｬﾝﾊﾟで選択されます。図3-29.はOSCSELｼﾞｬﾝﾊﾟ選択を示しま
す。

基板内発振器は2～20MHzのｾﾗﾐｯｸ振動子またはｸﾘｽﾀﾙ発振子(ATｶｯﾄ、並列共振)で動作し
ます。
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XTAL1

OSCSEL

1,2ﾋﾟﾝ間にｼﾞｬﾝﾊﾟ装着

2,3ﾋﾟﾝ間にｼﾞｬﾝﾊﾟ装着

ｼﾞｬﾝﾊﾟ未装着

XTAL1

OSCSEL

XTAL1

OSCSEL

図3-29. OSCSELｼﾞｬﾝﾊﾟ

基板内ｿﾌﾄｳｪｱ ｸﾛｯｸ信号接続(既定)

基板内ｸﾘｽﾀﾙ信号接続

基板内XTAL1信号切断

高電圧ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ動作でAVRをﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞする時に目的ｸﾛｯｸの制御を主ﾏｲｸﾛ ｺﾝﾄﾛｰﾗにさ
せるため、OSCSELは1,2番ﾋﾟﾝが装着されるべきです。これは3-9頁の3.7.2節で詳細が説明さ
れます。

注: ｸﾘｽﾀﾙに接続された唯一のAVRでの実際の応用に於いて外部発振器回路は必要ありま
せん。STK500には同じｸﾛｯｸ ｼｽﾃﾑに接続された8つの異なるAVRｿｹｯﾄがあります。このｼ
ｽﾃﾑ内の長い信号線はAVR内蔵発振器とｸﾘｽﾀﾙでの駆動を困難にしてしまいます。ST 
K500の発振器は1.8～6.0Vの全目的電圧で動作するように設計されています。

XTAL1XTAL1

ﾚﾍﾞﾙ変換

VTG5V

主MCU

ｸﾘｽﾀﾙ

ｼﾞｬﾝﾊﾟ

発振器
OSCSEL

3
2

1

図3-30. ｸﾛｯｸ発振部構成

ｼﾞｬﾝﾊﾟ

AVR
Studio

PE1
RST
GND
XT2
VTG

PE0
PE2
REFXT1

GND

PORTE/AUX

1 2



ﾊｰﾄﾞｳｪｱ

STK500 使用者の手引き 3-18

3.8.5 BSEL2 BSEL2ｼﾞｬﾝﾊﾟは以下で一覧されるﾃﾞﾊﾞｲｽの高電圧ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ用ﾊﾞｲﾄ選択2信号を接続しま
す。BSEL2ｼﾞｬﾝﾊﾟは高電圧ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ時に装着されるべきです。

・ATmega8515 ・ATmega8535 ・ATmega16 ・ATmega161 ・ATmega162
・ATmega163 ・ATmega164P ・ATmega165(P) ・ATmega169(P) ・ATmega32
・ATmega323 ・ATmega324P ・ATmega325(P) ・ATmega3250(P) ・ATmega329(P)
・ATmega3290(P) ・ATmega64 ・ATmega640 ・ATmega644(P) ・ATmega645
・ATmega6450 ・ATmega649 ・ATmega6490 ・ATmega103 ・ATmega128
・ATmega1280 ・ATmega1281 ・ATmega1284P ・ATmega2560 ・ATmega2561
・AT90CAN32 ・AT90CAN64 ・AT90CAN128 ・AT90USB82 ・AT90USB162
・AT90USB646 ・AT90USB647 ・AT90USB1286 ・AT90USB1287

ATtiny48,ATtiny88,ATmega48(P)/8/88(P,PA)/168(P)/328P使用時、右側のBSEL2ﾋﾟﾝを目的
対象領域内(PORTCﾍｯﾀﾞ)のPC2へ接続します(図3-31.参照)。ﾊﾞｲﾄ選択2(BS2)信号の記述に
ついては対応するﾃﾞﾊﾞｲｽのﾃﾞｰﾀｼｰﾄでﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ章を参照してください。 

図3-31. ATtiny48/88,ATmega48(P)/8/88(P,PA)/168(P)/328PのBSEL2設定

BSEL2

PJUMP

PC2へ接続

3.8.6 PJUMP PJUMPｼﾞｬﾝﾊﾟは次のﾃﾞﾊﾞｲｽの高電圧ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ使用時にﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ ﾋﾟﾝをﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ信号
に配線します。

・AT90S2333 ・AT90S4433 ・ATtiny48 ・ATtiny88 ・ATmega48(P)
・ATmega8 ・ATmega88(P,PA) ・ATmega168(P) ・ATmega328P

注: PJUMPｼﾞｬﾝﾊﾟはこれらのﾃﾞﾊﾞｲｽの高電圧ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ使用時だけ装着されるべきです。他
のﾃﾞﾊﾞｲｽの高電圧ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ、ISPﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ、ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞの間、これらのｼﾞｬﾝﾊﾟは装着され
るべきではありません。

PJUMPｼﾞｬﾝﾊﾟは水平方向、換言すると例えばBSEL2ｼﾞｬﾝﾊﾟと同じ方向のように装着されるべ
きです。

PJUMP PJUMP

正しい
装着方向

誤った
装着方向

図3-32. PJUMPｼﾞｬﾝﾊﾟの配置
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 /861高電圧並列
 ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ
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STK500には並列ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ時に使うため
の2つのﾍｯﾀﾞがあります。 これら2つのﾍｯﾀﾞ
はPROG DATA、PROG CTRLと記されてい
ます。 ATtiny26/261/461/861用PROG CT 
RLｹｰﾌﾞﾙは表3-5.と図3-32A.で示されるよう
に変更されなければならず、PROG DATA
からのｹｰﾌﾞﾙがPORTAに接続されなければ
なりません。

注: ATtiny26/261/461/861はより容易な結
線のSTK505ｱﾀﾞﾌﾟﾀでも支援されます。

表3-5. ATtinyx6x 並列ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ用ﾋﾟﾝ配置

PORTB PORTEPROG CTRL

1 3

2 4

3 5

4 6

5 7 (XT1)

6 8

7 7

8 4 (RST)

図3-32A. ATtiny26/261/461/861の並列ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ用接続

ATtinyx6x

PROG CTRL

PROG DATA
PORTB

PORTA

PORTE

次の点に注意してください。

■ PROG DATAはSTK500目的対象領域上のPORTAに接続されなければなりません。 

■ BSEL2ｼﾞｬﾝﾊﾟを装着してはいけません。 

■ ATtiny26/261/461/861はSTK500上のSCKT3700A1ｿｹｯﾄに配置されなければなりません。

3.8.8 ATmega406
 高電圧並列
 ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ

ATmega406はSTK500のﾌｧｰﾑｳｪｱだけによって支援されます。これはSTK500母基板または何
れかのｱﾀﾞﾌﾟﾀのどれもがATmega406ﾋﾟﾝ配置を支援しないことを意味します。そしてATmega 
406がISPｲﾝﾀｰﾌｪｰｽを持たないため、高電圧並列ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞだけを支援します。ATmega406
用の主ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽはJTAGICEmkⅡによって支援されるJTAGです。ATmega406
の高電圧並列ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞはATmega406上のﾋｭｰｽﾞによってJTAGｲﾝﾀｰﾌｪｰｽが禁止された場
合に使われることの意味だけです。

本節はﾃﾞﾊﾞｲｽに高電圧並列ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞができ得るにはSTK500からどのﾋﾟﾝがATmega406へ
結線されなければならないかを記述します。

STK500上の以下のｼﾞｬﾝﾊﾟが装着され
なければなりません。

・ VTARGET

・ RESET

・ XTAL1

・ OSCSEL (1番ﾋﾟﾝと2番ﾋﾟﾝ間)

・ BSEL2

表3-6. ATmega406の並列ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ用結線

STK500 ATmega406

PROG DATA [0～7] PORTB [0～7]

PROG CTRL [1～7] PORTA [1～7]

PA0 (PORTA) PA0

RESET (PORTE/AUX) RESET

XTAL1 (PORTE/AUX) XTAL1

VTG (4.5-5.5V) VCC

GND GND
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3.9 拡張ｺﾈｸﾀ
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STK500にはﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ部両端に2つの拡張ｺﾈｸﾀがあります。全AVRのI/Oﾎﾟｰﾄ、制御信号、
ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ信号が拡張ｺﾈｸﾀに配線されています。拡張ｺﾈｸﾀはSTK500との応用試作を容易
にさせます。拡張ｺﾈｸﾀのﾋﾟﾝ配置は図3-34.と図3-35.で示されます。

拡張ﾍｯﾀﾞ0

拡張ﾍｯﾀﾞ1

PROG CTRL

PROG DATA

1ﾋﾟﾝ

図3-33. 拡張ﾍｯﾀﾞ

1ﾋﾟﾝ

1
3
5
7
9
11
13
15
17
19
21
23
25
27
29
31
33
35
37
39

2
4
6
8

10
12
14
16
18
20
22
24
26
28
30
32
34
36
38
40

GND
AUXI0

CT7
CT5
CT3
CT1
NC

RST
PE1

GND
VTG
PC7
PC5
PC3
PC1
PA7
PA5
PA3
PA1

GND

GND
AUXO0
CT6
CT4
CT2
BSEL2
REF
PE2
PE0
GND
VTG
PC6
PC4
PC2
PC0
PA6
PA4
PA2
PA0
GND

図3-34. 拡張ｺﾈｸﾀ0 ﾋﾟﾝ配置 図3-35. 拡張ｺﾈｸﾀ1 ﾋﾟﾝ配置

GND
AUXI1

DATA7
DATA5
DATA3
DATA1

SI
SCK
XT1
VTG
GND
PB7
PB5
PB3
PB1
PD7
PD5
PD3
PD1

GND

GND
AUXO1
DATA6
DATA4
DATA2
DATA0
SO
CS
XT2
VTG
GND
PB6
PB4
PB2
PB0
PD6
PD4
PD2
PD0
GND

1
3
5
7
9
11
13
15
17
19
21
23
25
27
29
31
33
35
37
39

2
4
6
8

10
12
14
16
18
20
22
24
26
28
30
32
34
36
38
40
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AUXI0, AUXI1, AUXO0, AUXO1信号は将来使う予定です。応用のために、これらの信号へ
接続してはいけません。

DATA7～0とCT7～0信号はPROG DATAとPROG CTRLﾍｯﾀﾞでも得られます。これらの信号と
ｺﾈｸﾀは3-21頁の3.10項で説明されます。

BSEL2信号はBSEL2ｼﾞｬﾝﾊﾟで得られるものと同じです。このｼﾞｬﾝﾊﾟは3-18頁の3.8.5節で説明
されます。

SI, SO, SCK, CS信号はDataFlashに接続されています。DataFlashの使用は3-4頁の3.6節で
示されます。

NCはこのﾋﾟﾝが接続されていないことを意味します。

残りの信号は3-3頁の3.4項で説明されるPORTxﾍｯﾀﾞで得られるものと同じです。

注: DATA, CT, AUX信号は5V CMOSﾛｼﾞｯｸに基準が置かれています。VTGに適合させるた
めの電圧変換が、これらの信号では行われません。

3.10 PROG CTRL
 PROG DATA
 ﾍｯﾀﾞ

PROG CTRLとPROG DATAﾍｯﾀﾞは目的AVRﾃﾞﾊﾞｲｽの高電圧並列ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞで使われます。
ﾍｯﾀﾞ位置は図3-33.で示されます。高電圧並列ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ中、PROG CTRLは目的ﾃﾞﾊﾞｲｽの
PORTDに配線されます。PROG DATAはPORTBに配線されます。高電圧ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞの完全
な記述については3-9頁の3.7.2節を参照してください。PROG CTRLとPROG DATAのﾋﾟﾝ配
置は図3-36.と図3-37.で示されます。AVRﾃﾞﾊﾞｲｽの高電圧ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞの多くの情報について
は各AVRﾃﾞｰﾀｼｰﾄのﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ章を参照してください。

注: PROG CTRLとPROG DATAｺﾈｸﾀの信号はﾚﾍﾞﾙ変換器なしで直接主ﾏｲｸﾛ ｺﾝﾄﾛｰﾗに接
続されます。これはこれらの信号が常に5Vﾛｼﾞｯｸであることを意味します。

通常、PROG CTRL信号はAVRﾃﾞﾊﾞｲｽの高電圧並
列ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ時の制御信号として使われます。

注: 全てのPROG CTRL信号は5V CMOSﾛｼﾞｯｸに
基準が置かれています。VTGに適合させるた
めの電圧変換が、これらの信号では行われま
せん。

CT1 (RDY/BSY)
CT3 (WR)
CT5 (XA0)
CT7 (PAGEL)
NC

NC
(OE) CT2
(BS1) CT4
(XA1) CT6

GND

PROGCTRL

1 2

図3-36. PROG CTRLﾍｯﾀﾞのﾋﾟﾝ配置

PROG DATA信号はAVRﾃﾞﾊﾞｲｽの高電圧並列ﾌﾟﾛ
ｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ時のﾃﾞｰﾀ ﾊﾞｽとして使われます。ISPﾌﾟﾛｸﾞﾗ
ﾐﾝｸﾞ中、DATA5はMOSI、DATA6はMISO、DATA 7
はSCKとして使われます。

注: 全てのPROG DATA信号は5V CMOSﾛｼﾞｯｸに
基準が置かれています。VTGに適合させるた
めの電圧変換が、これらの信号では行われま
せん。

DATA1
DATA3
DATA5
DATA7
NC

DATA0
DATA2
DATA4
DATA6

GND

PROGDATA

1 2

図3-37. PROG DATAﾍｯﾀﾞのﾋﾟﾝ配置
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STK500には特殊機能と状態表示用に2つの押し釦と3つのLEDがあります。後続項はこられの
機能を説明します。図3-38.はこれら機能の配置を示します。

目的AVR電源LED RESET押し釦
主電源LED

状態LED PROGRAM押し釦

図3-38. 特殊機能ｽｨｯﾁと状態表示LED

3.11.1 RESET押し釦 RESET押し釦は押されると、目的AVRﾃﾞﾊﾞｲｽをﾘｾｯﾄします。主ﾏｲｸﾛ ｺﾝﾄﾛｰﾗはRESET押し釦
によって制御されません。RESETｼﾞｬﾝﾊﾟ未装着時、RESET押し釦は禁止されます。

3.11.2 PROGRAM押し釦 AVR Studioの将来版はSTK500上の主ﾏｲｸﾛ ｺﾝﾄﾛｰﾗ ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑを更新するかもしれません。
AVR StudioはSTK500の旧版ｿﾌﾄｳｪｱを検出し、主ﾏｲｸﾛ ｺﾝﾄﾛｰﾗのﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ用ﾌﾗｯｼｭ ﾒﾓﾘを
更新します。これを行うにはSTK500電源投入時、PROGRAM釦の押下が必要とされます。更
新手続き中、AVR Studioは更新実行方法を発給します。

3.11.3 主電源LED この赤色電源LEDはSTK500の主電源に直接接続されます。この電源LEDはSTK500に電力
が供給されているとき、常に点灯します。

3.11.4 目的AVRﾃﾞﾊﾞｲｽ
 電源LED

この目的電源LEDはｿｹｯﾄ内の目的AVRﾃﾞﾊﾞｲｽのVCC信号線(VTG)に接続されています。この
目的電源LEDは目的AVRﾃﾞﾊﾞｲｽに電力が供給されているとき、常に点灯します。

3.11.5 状態LED 状態LEDは3色LEDです。書き込み中、このLEDは黄色です。目的AVRﾃﾞﾊﾞｲｽが首尾よく書
かれると、このLEDは緑に変わります。書き込み失敗時、書き込み失敗を示すためにこのLED
は赤に変わります。書き込み失敗時、7-1頁の「第7章 障害対策の指針」を照合してください。
起動中、この状態LEDは赤から変化し、黄色を経由して、主ﾏｲｸﾛ ｺﾝﾄﾛｰﾗの準備完了を示す
ための緑に変化します。
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AVR Studioのｲﾝｽﾄｰﾙ
AVR Studio 統合開発環境(IDE)は全てのAVR開発用の理想的なｿﾌﾄｳｪｱです。それにはｴ
ﾃﾞｨﾀ、ｱｾﾝﾌﾞﾗ、ﾃﾞﾊﾞｯｶﾞと、STK500ｽﾀｰﾀ ｷｯﾄやAVRｴﾐｭﾚｰﾀの前処理部があります。

AVR STudioをｲﾝｽﾄｰﾙするには供給されたAtmelの参考資料CD-ROMをｺﾝﾋﾟｭｰﾀに挿入して
Products⇒AVR 8-bit RISC⇒Softwareの順で選択します。AVRstudio.exeﾌｧｲﾙ上でﾏｳｽを右
ｸﾘｯｸし、ﾌｧｲﾙに保存を選択します。任意の空ﾌｫﾙﾀﾞを選択し、ﾌｧｲﾙを保存します。

保存したAVRstudio.exeﾌｧｲﾙを実行します。このﾌｧｲﾙは自己解凍ﾌｧｲﾙで、必要とされる全
ﾌｧｲﾙが現在のﾌｫﾙﾀﾞに解凍されます。Setup.exeﾌｧｲﾙを実行します。これは構成手続きを通
して指示がでます。

注: STK500を支援するにはAVR Studioの3.2版以降が必要とされます。

4-1 STK500 使用者の手引き
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AVR Studioの使用法

5.1 AVR Studio この章ではSTK500支援ｿﾌﾄｳｪｱが示され、利用可能なﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ機能の詳細な記述が与えら
れます。

5.2 AVR Studioの起動 STK500開発基板との通信に使われるｿﾌﾄｳｪｱは3.2版以降のAVR Studioに含まれます。このｿ
ﾌﾄｳｪｱ(AVR Studio)のｲﾝｽﾄｰﾙ方法の情報については4-1頁の第4章を参照してください。一
旦ｲﾝｽﾄｰﾙされると、AVR StudioｱｲｺﾝのﾀﾞﾌﾞﾙｸﾘｯｸによってAVR Studioが開始できます。既定
ｲﾝｽﾄｰﾙが使われる場合、本ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑはｽﾀｰﾄ⇒ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ⇒Atmel AVR Toolsﾌｫﾙﾀﾞに配置され
ます。

5.2.1 STK500の始動 AVR Studio ﾂｰﾙﾊﾞｰの      釦押下が
図5-1.で示されるAVR書き込み器選
択(Select AVR Programmer)ﾀﾞｲｱﾛｸﾞを
開始します。

5-1STK500 使用者の手引き

図5-1. AVR書き込み器選択ﾀﾞｲｱﾛｸﾞ

PlatformとPortを選択して、Connect...釦を押下してください。ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ前処理ｿﾌﾄｳｪｱが数
秒後に現れるでしょう(図5-2.)。

AVR書き込み器選択(Select AVR Programmer)ﾀﾞｲｱﾛｸﾞが最後に開かれていた時に選択され
ていた基盤とﾎﾟｰﾄへ直接的に接続するにはﾂｰﾙﾊﾞｰの      釦を押下してください。

選択した基盤が検出できなかった場合、数秒後にAVR書き込み器選択(Select AVR Program 
mer)ﾀﾞｲｱﾛｸﾞが再び現れるでしょう。 これが起きたなら、RS232またはUSBｹｰﾌﾞﾙが正しく接続
されているのと、ﾂｰﾙが既に同じまたは別のAVR Studioでﾃﾞﾊﾞｯｸﾞまたはﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ作業に接
続されていないことを確認してください。

図5-2. AVR StudioのSTK500使用者ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ画面
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5.3 STK500
 使用者ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ

STK500使用者ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽはSTK500開発基板用の強力な機能を含みます。利用可能な設定
は8つの群に分けられ、適切なﾀﾌﾞのｸﾘｯｸによって各々選択可能です。異なるﾃﾞﾊﾞｲｽは異なる
機能を持つため、利用可能な機能と選択はどのﾃﾞﾊﾞｲｽが選択されるかに依存します。利用不
能の機能は灰色表示になります。

5.3.1 Mainﾀﾌﾞ ﾃﾞﾊﾞｲｽとﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ動作種別がこのMainﾀﾌﾞで選択されます。 このﾀﾌﾞはﾃﾞﾊﾞｲｽ消去と識票読
み込み用の釦も含みます。

図5-3. Mainﾀﾌﾞ

5.3.1.1 Device and Signature
 Bytes
 ﾃﾞﾊﾞｲｽ選択と識票ﾊﾞｲﾄ

どんなﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ操作にも先立って、正しいﾃﾞﾊﾞｲｽとﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽが設定されなけ
ればなりません。

ﾃﾞﾊﾞｲｽ ｺﾝﾎﾞ枠でﾃﾞﾊﾞｲｽを選択してください。これは正しいﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ方法がそのﾃﾞﾊﾞｲｽに使
われるのと、ﾃﾞﾊﾞｲｽに対して利用可能な機能だけがﾀﾞｲｱﾛｸﾞで表示されることを確かめます。
次に以下の項で記述されるようにﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽを指定してください。 

ﾃﾞﾊﾞｲｽの識票を読むにはRead Signature釦を押下してください。このﾀﾞｲｱﾛｸﾞは識票が選択ﾃﾞ
ﾊﾞｲｽと一致するかを検査します。識票ﾊﾞｲﾄについての多くを理解するにはAVRのﾃﾞｰﾀｼｰﾄを
参照してください。 

完全なﾁｯﾌﾟ消去はErase Device釦の押下によって実行されます。 これはﾌﾗｯｼｭ ﾒﾓﾘ、(EESA 
VEﾋｭｰｽﾞのﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ(0時を除き))EEPROM、施錠ﾋﾞｯﾄを含め、接続されたﾃﾞﾊﾞｲｽの全体の内容
を消去します。
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5.3.1.2.1 ISP動作 ISP動作でのSettings釦押下はISPｸﾛｯｸ
周波数設定ﾀﾞｲｱﾛｸﾞを引き出します。

ISPｸﾛｯｸ周波数(SCK)は目的ｸﾛｯｸの
1/4よりも低くなければなりません。然し
ながら、これは目的ｸﾛｯｸとISPｸﾛｯｸの
両方で50%/50%ﾃﾞｭｰﾃｨ比が必要で
す。目的ｸﾛｯｸの1/5よりも低いISP周波
数の使用が推奨されます。

注: いくつかのAVRﾃﾞﾊﾞｲｽはCKDIV8ﾋｭｰｽﾞを持ちます。 このﾋｭｰｽﾞがﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ(0)の時にAVR
ｺｱは分周されたｸﾛｯｸで走行します。ISP周波数がこのｸﾛｯｸに応じて正しく設定されている
のを確認してください。例えばCKDIV8(8分周)ﾋｭｰｽﾞがﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ(0)されている場合、ISP周
波数は目的ｸﾛｯｸ元の1/32(1/40推奨)よりも低くなければなりません。

5.3.1.2.2 JTAG動作 JTAG動作でのSettings釦押下はJTAGﾃﾞｨｼﾞｰﾁｪｰﾝ設定ﾀﾞｲｱﾛｸﾞを引き出します。

JTAGﾃﾞｨｰｼﾞｰﾁｪｰﾝ設定がｽﾀｰﾀ ｷｯﾄ/ｴﾐｭﾚｰﾀの初期設定の一部のため、これらのﾊﾟﾗﾒｰﾀ
に対する効果を表すにはﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ ﾀﾞｲｱﾛｸﾞを閉じて再び開かなければならないことに注意
してください。

5.3.1.2 Programing Mode and
 Target Settings
 ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ種別と
 目的対象調整設定

選択したｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ経由での目的ﾃﾞﾊﾞｲｽへのﾂｰﾙ接続方法は基盤固有のﾍﾙﾌﾟで記述され
ます。ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ前処理ｿﾌﾄｳｪｱはそれに応じて初期設定されなければなりません現在利用
可能なﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽは以下です。

・ ISP (In-System Programming:実装書き込み)

・ PP/HVSP (高電圧並列ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞまたは高電圧直列ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ)

・ JTAG (注: STK500を他のﾂｰﾙまたはｱﾀﾞﾌﾟﾀと組み合わせた場合)

・ PDI (XMEGA系統専用) (注: STK500を他のﾂｰﾙまたはｱﾀﾞﾌﾟﾀと組み合わせた場合)

ISPまたはJTAGのどちらかが選択された場合、Settings釦のｸﾘｯｸによってそのｲﾝﾀｰﾌｪｰｽに
関する更なる設定が指定できます。PP/HVSPｲﾝﾀｰﾌｪｰｽに対する更なる設定はありません。

図5-4. ISPｸﾛｯｸ周波数設定ﾀﾞｲｱﾛｸﾞ

図5-5. JTAGﾃﾞｨｰｼﾞｰﾁｪｰﾝ設定ﾀﾞｲｱﾛｸﾞ

・ "目的対象はJTAGﾃﾞｨｰｼﾞｰﾁｪｰﾝの一部ではありません。(Target is not part of a JTAG dais 
y chain)" : 1つの目的ﾃﾞﾊﾞｲｽだけを使う時にこの任意選択を選んでください。 

・ "自動(Auto)" : JTAGﾃﾞｨｰｼﾞｰﾁｪｰﾝに付属しているﾃﾞﾊﾞｲｽを検出するには検出(Detect)釦
を押下してください。通信するﾃﾞﾊﾞｲｽを引き落とし一覧から選択してください。これを正しく
動かすためには全てのﾃﾞﾊﾞｲｽが8ﾋﾞｯﾄのAVRﾃﾞﾊﾞｲｽでなければならないことに注意してくだ
さい。 

・ "手動(Manual)" : ﾃﾞｨｰｼﾞｰﾁｪｰﾝ設定を手動で指定するにはこの設定を使ってください。



AVR Studio

5-4 STK500 使用者の手引き

5.3.2 Programﾀﾌﾞ このProgramﾀﾌﾞはﾁｯﾌﾟ消去の実行だけでなくﾒﾓﾘ ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞも許します。XMEGA系統に対し
て新しい消去機能が追加されています。XMEGA消去種別をご覧ください。

図5-6. Programﾀﾌﾞ

5.3.2.1 Device
 ﾃﾞﾊﾞｲｽ操作

完全なﾁｯﾌﾟ消去はErase Device釦の押下によって実行されます。ﾁｪｯｸ枠はその後のﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐ
ﾝｸﾞに関する以下の任意選択、ﾒﾓﾘ ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ操作前のﾁｯﾌﾟ消去実行(Erase device before 
programming)とﾒﾓﾘ ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ後の自動検証(Verify device after programming)を指定しま
す。

5.3.2.2 Flash
 ﾌﾗｯｼｭ ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ

適切な釦の押下により、接続ﾃﾞﾊﾞｲｽのﾌﾗｯｼｭ ﾒﾓﾘ内容のﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ(書き込み)、検証、読み
出しができます。ﾌﾗｯｼｭ ﾒﾓﾘが書かれる前に入力ﾌｧｲﾙが指定されていなければなりません。

元となるｺｰﾄﾞが独立したHEXﾌｧｲﾙ内に格納されている場合、Input HEX File任意選択を選ん
でください。ﾃｷｽﾄ領域内に完全なﾊﾟｽとﾌｧｲﾙ名を書くか、または　　　釦押下によって正しい
ﾌｧｲﾙを閲覧/選択してください。選択したﾌｧｲﾙは"Intel HEX"形式または"拡張Intel HEX"形
式でなければなりません。

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄがAVR Studioに読まれるとき、(ﾒﾓﾘ ｳｨﾝﾄﾞｳ内に表示されるのと同じ、)ﾃﾞﾊﾞｯｶﾞ内のﾌ
ﾗｯｼｭ ﾒﾓﾘ内容を接続されたﾃﾞﾊﾞｲｽに転送することができます。 これを行うにはUse Current 
Simulator/Emulator FLASH Memory任意選択を選択してください。

5.3.2.3 EEPROM
 EEPROM ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ

EEPROMﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞに関する任意選択はﾌﾗｯｼｭ ﾒﾓﾘと同じです。
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5.3.2.4 ELF Production File
 Format
 ELF提出ﾌｧｲﾙ形式

この提出ﾌｧｲﾙ形式はﾌﾗｯｼｭ ﾒﾓﾘとEEPROM両方の内容だけでなく、ﾋｭｰｽﾞと施錠ﾋﾞｯﾄ設定も
1つの単独ﾌｧｲﾙに保持することができます。この形式はELF(Executable and Linkable Forma 
t:実行/ﾘﾝｸ可能形式)に基いています。

このELFﾌｧｲﾙ生成に先立って、ﾌﾗｯｼｭ ﾒﾓﾘとEEPROM内容が指定され、ﾋｭｰｽﾞと施錠ﾋﾞｯﾄが
設定されていなければなりません。ProgramﾀﾌﾞのFLASHとEEPROMの入力ﾌｧｲﾙを指定してく
ださい。そしてFusesﾀﾌﾞへ行き、望むﾋｭｰｽﾞ ﾋﾞｯﾄ設定を指定してください。LockBitsﾀﾌﾞでも同
様に行ってください。Programﾀﾌﾞに戻り、ELFﾌｧｲﾙを生成するSave釦を押下してください。

生成したELFﾌｧｲﾙはこのﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ ﾀﾞｲｱﾛｸﾞへの入力として指定でき、故にﾌｧｲﾙの全内容
が1操作でﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞされます。Input ELF Fileｴﾃﾞｨｯﾄ枠でﾌｧｲﾙ名を指定するか、またはその
ﾌｧｲﾙを閲覧/選択し、その後にProgram釦を押下してください。

このELFﾌｧｲﾙはSTK600用のｺﾏﾝﾄﾞ行ﾂｰﾙへの入力としても使えます。他の基盤用のｺﾏﾝﾄﾞ行
ﾂｰﾙは将来支援されるでしょう。(訳補:従って現状のSTK500では支援されません。)

5.3.2.5 XMEGA消去種別 XMEGAﾃﾞﾊﾞｲｽ系統使用時に新しい消去機能が利用可能なことに注意してください。新しい
消去機能は各種消去任意選択を使用者に許します。以下の任意選択が利用可能です。

・ ﾁｯﾌﾟ消去(Erase Chip)

・ 応用領域消去(Erase Application)

・ ﾌﾞｰﾄ領域消去(Erase Boot Section)

・ EEPROM消去(Erase Eeprom)

・ ﾌﾗｯｼｭ消去(Erase Flash)

・ 使用者識票消去(Erase User Signature)

図5-7. XMEGA消去種別選択
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5.3.3 Fusesﾀﾌﾞ Fusesﾀﾌﾞは選択したﾃﾞﾊﾞｲｽのﾋｭｰｽﾞを表します。

ﾋｭｰｽﾞの現在値を読むにはRead釦を、現在のﾋｭｰｽﾞ設定をﾃﾞﾊﾞｲｽに書くにはWrite釦を押下
してください。ﾋｭｰｽﾞ設定状態はﾁｪｯｸ枠または引き落とし一覧として表されます。

各ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ動作種別でどのﾋｭｰｽﾞが利用可能かと、それらの機能の詳細情報はﾃﾞﾊﾞｲｽの
ﾃﾞｰﾀｼｰﾄで得られます。選択したﾋｭｰｽﾞ設定がﾁｯﾌﾟ消去区間を伴うﾃﾞﾊﾞｲｽ消去(例えば
ProgramﾀﾌﾞでのChip Erase押下)によって影響されないことに注意してください。

ﾋｭｰｽﾞ値は下の欄で拡張、上位、下位ﾋｭｰｽﾞへ直接的にも書けます。

下部のﾁｪｯｸ枠は、Fusesﾀﾌﾞが表示される時にﾃﾞﾊﾞｲｽ内のﾋｭｰｽﾞが自動的に読まれるべきか
どうか(Auto read)、使用者が潜在的に危険なﾋｭｰｽﾞ設定を選択した場合に警告が表示される
べきかどうか(Smart warnings)、書き込み後にﾋｭｰｽﾞが自動的に検証されるべきかどうか(Verify 
after programming)を指定します。

図5-8. Fusesﾀﾌﾞ

いくつかのﾋｭｰｽﾞは高電圧ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ動作でだけ利用可能です。これらのﾋｭｰｽﾞは表示され
ますが、MainﾀﾌﾞでISPﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ動作が選択されている場合はｱｸｾｽ(操作)することができま
せん。また、いくつかのﾃﾞﾊﾞｲｽはISPまたは高電圧ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ動作を支援していません。ﾁｪｯｸ
枠の外見はﾋｭｰｽﾞが活動中のﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ種別で読み書き可能かどうかを表現します。

 活動中のﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ種別で読み書き可能なﾋｭｰｽﾞ ﾋﾞｯﾄ(標準)

 活動中のﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ種別で読み込み可能/書き込み不能なﾋｭｰｽﾞ ﾋﾞｯﾄ

 活動中のﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ種別で読み込み不能/書き込み可能なﾋｭｰｽﾞ ﾋﾞｯﾄ

 活動中のﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ種別で読み書きどちらも不能なﾋｭｰｽﾞ ﾋﾞｯﾄ

ﾋｭｰｽﾞが活動中のﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ種別で読み込み不能の場合、ﾀﾞｲｱﾛｸﾞ内に表示された値は信用
できません。



AVR Studio

5-7STK500 使用者の手引き

5.3.4 LockBitsﾀﾌﾞ Fusesﾀﾌﾞ同様、LockBitsﾀﾌﾞは選択ﾃﾞﾊﾞｲｽにどの施錠種別が適用可能かを表示します。

施錠種別は複数の施錠ﾋﾞｯﾄ設定の組み合わせから成るかもしれません。これはSTK500使用
者ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽによって操作され、選択した施錠種別に対して正しい施錠ﾋﾞｯﾄが自動的に書か
れます。一旦"施錠種別"保護段階が許可されると、保護の程度を低く選択したり、違う施錠種
別を設定することによって保護段階を低くすることはできません。

ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ(0)された施錠ﾋﾞｯﾄを削除する方法は完全なﾁｯﾌﾟ消去を実行することだけです。

図5-9. LockBitsﾀﾌﾞ

ISPﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞを支援するﾃﾞﾊﾞｲｽについては全ての施錠ﾋﾞｯﾄがISPと高電圧ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ動作種
別で入出力できます。いくつかのﾃﾞﾊﾞｲｽがISPﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞまたは高電圧ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞのどちらか
を支援しないことに注意してください。LockBitsﾀﾌﾞの外見は施錠ﾋﾞｯﾄが活動中のﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ
種別で読み書き可能かどうかを表現します。

 活動中のﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ種別で読み書き可能な施錠ﾋﾞｯﾄ  

 活動中のﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ種別で読み込み可能/書き込み不能な施錠ﾋﾞｯﾄ  

 活動中のﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ種別で読み込み不能/書き込み可能な施錠ﾋﾞｯﾄ  

 活動中のﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ種別で読み書きどちらも不能な施錠ﾋﾞｯﾄ  

施錠ﾋﾞｯﾄが活動中のﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ種別で読み込み不能の場合、ﾀﾞｲｱﾛｸﾞ内に表示された値は
信用できません。
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5.3.5 Advancedﾀﾌﾞ Advancedﾀﾌﾞはﾃﾞﾊﾞｲｽ系統に基いて2つの見方を持ち得ることに注意してください。旧来のﾀ
ﾌﾞはtinyとmegaﾃﾞﾊﾞｲｽを支援し、一方xmegaは自身のﾀﾌﾞを持ちます。

5.3.5.1 Oscillator Calibration
 Byte
 発振校正値
 (非XMEGA用)

発振校正値は可能な限り選択したｸﾛｯｸ周波数近くでの動作に内蔵RC発振器を調整するた
めに、選択ﾃﾞﾊﾞｲｽに基いたOSCCALﾚｼﾞｽﾀへ書かれ得る値です。

発振校正値は製造中にﾃﾞﾊﾞｲｽへ格納され、使用者による消去や変更ができません。これはﾃﾞ
ﾊﾞｲｽに依存して、ﾃﾞﾊﾞｲｽ起動中にOSCCALﾚｼﾞｽﾀへ自動的に転送されるか、またはﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ
の初期化中に設定するかです。 ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑの初期化中に応用が設定するﾃﾞﾊﾞｲｽでは、ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐ
ﾝｸﾞ ﾀﾞｲｱﾛｸﾞまたはｺﾏﾝﾄﾞ行ﾂｰﾙを使って、先にこの値をﾌﾗｯｼｭ ﾒﾓﾘかEEPROMに転送してお
かなければなりません。

5.3.5.2 発振校正値の
 読み書き
 (非XMEGA用)

Read釦押下により、校正値がﾃﾞﾊﾞｲｽ内の記憶域から読まれ、Value:ﾃｷｽﾄ枠に表示されます。
この任意機能が灰色表示の場合、選択ﾃﾞﾊﾞｲｽには調整可能な内蔵RC発振器がありません。

Write釦押下によって校正値がﾌﾗｯｼｭ ﾒﾓﾘまたはEEPROM内に書かれます。先にﾒﾓﾘ形式(種
別)とｱﾄﾞﾚｽが指定されなければなりません。

図5-10. 非XMEGA用Advancedﾀﾌﾞ
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5.3.5.3 XMEGA用Advancedﾀﾌﾞ XMEGAﾃﾞﾊﾞｲｽ使用時、Advancedﾀﾌﾞは下のﾀﾌﾞに変わります。製品識票(Production Signatur 
e)と使用者識票(User Signature)と呼ばれる2つの新しいﾒﾓﾘ形式が現れます。

5.3.5.4 Production Signature
 製品識票

XMEGAの製造識票はﾃﾞﾊﾞｲｽの製造に関するﾃﾞﾊﾞｲｽ特有情報を含みます。例えば、ｳｪﾊ番
号、ｳｪｱ座標、ﾛｯﾄ番号、その他諸々です。下図をご覧ください。

図5-11. XMEGA用Advancedﾀﾌﾞ

5.3.5.5 User Signature
 使用者識票

XMEGA系統は使用者定義値用のﾒﾓﾘ形式を含みます。このﾒﾓﾘ形式は例えば校正値の格納
に使うことができます。このﾒﾓﾘ形式の容量は1つのﾌﾗｯｼｭ ﾍﾟｰｼﾞと同じです。一般的に512ﾊﾞ
ｲﾄです。 

使用者識票ﾒﾓﾘ空間は2つの方法で編集することができます。入力としてHEXﾌｧｲﾙを使うこと
によって、または16進ｴﾃﾞｨﾀでﾒﾓﾘを直接編集すること(Edit Hex Values釦)によって行えます。
16進ｴﾃﾞｨﾀについては次の図をご覧ください。
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図5-10. 非XMEGA用Advancedﾀﾌﾞ
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5.3.6 HW Settingsﾀﾌﾞ HW SettingsﾀﾌﾞはSTK500開発基板上の動作条件を表示します。 

注: STK500に関してはﾃﾞﾊﾞｲｽに対する推奨または最大仕様を超えて動作条件を強制するこ
とができます。これを行うことは推奨されず、目的ﾃﾞﾊﾞｲｽに損傷を与えるかもしれません。 

ﾃﾞﾊﾞｲｽに対する推奨動作条件はﾃﾞﾊﾞｲｽのﾃﾞｰﾀｼｰﾄで得られます。

5.3.6.1 Voltages
 電圧

VTarget設定は目的基板に対する動作電圧を制御します。STK500でのこの電圧は0.1V単位
で0～6.0V間に調整することができます。STK500とSTK600以外の他のﾂｰﾙに対するVTarget
は読み込み専用です。

AREF設定はA/D変換器用のｱﾅﾛｸﾞ基準電圧を制御します。この設定はA/D変換器付きのﾃﾞ
ﾊﾞｲｽだけに適用されます。STK500でのAREFは0.1V単位で0～6.0V間に調整することができ
ます。選択ﾃﾞﾊﾞｲｽに対する有効電圧範囲についての情報に関してはﾃﾞﾊﾞｲｽのﾃﾞｰﾀｼｰﾄを参
照してください。

AVRに恒久的な損傷を与えるため、AREFをVTargetよりも高く設定することはできません。

全ての電圧はRead釦押下によって読まれ、Write釦押下によって書かれ(目的対象基盤に設
定され)ます。

VTaget電圧の物理的な接続は3-13頁の図3-22.で、AREF電圧の物理的な接続は3-14頁の
図3-24.で示されます。

5.3.6.2 Clock Generator
 ｸﾛｯｸ発生器

Clock Generator設定はSTK500のXTAL1に生成する目的ｸﾛｯｸの表示と制御を行います。 

この設定はSTK500とSTK600以外の他のﾂｰﾙに対して利用できません。

図5-12. HW Settingsﾀﾌﾞ
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5.3.7 HW Infoﾀﾌﾞ HW Infoﾀﾌﾞは接続されたﾂｰﾙのﾊｰﾄﾞｳｪｱとﾌｧｰﾑｳｪｱの改訂(Rev)番号を表示します。

STK600に対しては導入されている配線ｶｰﾄﾞとｿｹｯﾄ ｶｰﾄﾞについての詳細情報を表示します。 
現在配置されている配線ｶｰﾄﾞとｿｹｯﾄ ｶｰﾄﾞによって支援されるﾃﾞﾊﾞｲｽが引き落とし一覧で一
覧され、配線ｶｰﾄﾞ、ｿｹｯﾄ ｶｰﾄﾞ、拡張ｶｰﾄﾞがそれらのｶｰﾄﾞで許される最大動作電圧と共に表
示されます。

図5-13. HW Infoﾀﾌﾞ
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5.3.8 Autoﾀﾌﾞ 同じｺｰﾄﾞでの複数ﾃﾞﾊﾞｲｽのﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ時、Autoﾀﾌﾞが命令の使用者定義手順を通した自動
実行の強力な方法を提供します。命令はそれらが(選択されていたなら)実行される順番で一
覧されます。命令を許可するには適切なﾁｪｯｸ枠がﾁｪｯｸされるべきです。例えば、Program 
FLASHだけがﾁｪｯｸされた場合、Start釦押下によってProgramﾀﾌﾞで指定したHEXﾌｧｲﾙでﾌﾗｯ
ｼｭ ﾒﾓﾘが書かれるでしょう。

Log to fileﾁｪｯｸ枠のﾁｪｯｸによって命令実行をﾃｷｽﾄ ﾌｧｲﾙへ記録することができます。

5.3.8.1 自動ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ設定 使用者ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽの実行を望む命令に対するﾁｪｯｸ枠をｸﾘｯｸ(ﾁｪｯｸ)してください。代表的な
手順は例えば1回でﾃﾞﾊﾞｲｽが消去され、そして書かれることでしょう。ﾁｯﾌﾟが消去され、(ﾌﾗｯ
ｼｭ ﾒﾓﾘとEEPROMの)両方が書かれて照合され、そして最後にﾋｭｰｽﾞと施錠ﾋﾞｯﾄがﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ
されます。

一度設定されると、Start釦が押下されると何時でも同じﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ手順が実行されます。これ
は操作誤りのための異常に関する可能性とその作業の両方を低減します。

5.3.8.2 自動ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ
 記録ﾌｧｲﾙ

Log to fileﾁｪｯｸ枠のｸﾘｯｸ(ﾁｪｯｸ)により、命令からの全出力がﾃｷｽﾄ ﾌｧｲﾙに書かれます。 この
ﾌｧｲﾙはBrowse釦の押下と、ﾌｧｲﾙが置かれたまたは作成されるべきﾌｧｲﾙの位置への誘導に
よって選択/作成されます。出力はこのﾌｧｲﾙに書かれ、ﾃｷｽﾄ ｴﾃﾞｨﾀを使って閲覧や編集を行
うことができます。

図5-14. Autoﾀﾌﾞ
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5.4 ｺﾏﾝﾄﾞ行ｿﾌﾄｳｪｱ STK500のｺﾏﾝﾄﾞ行ｿﾌﾄｳｪｱは外部ｴﾃﾞｨﾀからのSTK500ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞや、量産書き込み器での使
用に有用です。簡単なﾊﾞｯﾁ ﾌｧｲﾙが自動ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞを促進できます。ﾍﾙﾌﾟはSTK500 -hと
打ってください。

注: 引数を伴うｺﾏﾝﾄﾞ識別子の何れについても、ｺﾏﾝﾄﾞ識別子と引数間にｽﾍﾟｰｽがあるべきで
はありません。 例えば、-d AT90S8515ではなく、-dAT90S8515とすべきです。

このﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑは操作が成功だったならばERRORCODE 0を返し、操作が失敗だったならばERR 
OCODE 1を返します。

 C:>STK500 [-d device] [-m s|p] [-ip infile] [-if infile] [-ie infile] [-of outfile]
 [-oe outfile] [-s] [-O address] [-Sf addr] [-Se addr] [-e]
 [-p a|f|e|b] [-r f|e|b] [-v a|f|e|b] [-l value] [-L value][-y]
 [-f value] [-E value] [-F value] [-G value] [-q] [-Y] [-Z address]
 [-c port] [-ut value] [-Wt value] [-ua value] [-wt] [-wa] [-b h|s]
 [-! freq] [-t] [-I freq] [-J] [-h] [-?]

5.5 引数 d

m

ip

if

ie

of

oe

s

O

Sf

Se

e

p

r

v

l

L

y

f

E

XE

F

XV

G

q

Y

Z

c

ﾃﾞﾊﾞｲｽ名。ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞするﾃﾞﾊﾞｲｽ(後記参照)を指定します。

ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ種別、直列(s)、並列(p)、PDI(d)設定。本引数省略時、直列動作が既定です。

ELF用入力ﾌｧｲﾙ名。全てのﾒﾓﾘ形式の書き込みと照合に必要です。ﾌｧｲﾙ形式は
AVR-8ﾋﾞｯﾄELFです。

ﾌﾗｯｼｭまたは使用者識票用入力ﾌｧｲﾙ名。ﾌﾗｯｼｭ ﾒﾓﾘまたは使用者識票の書き込みと
照合に必要です。ﾌｧｲﾙ形式は拡張ｲﾝﾃﾙ形式です。

EEPROM用入力ﾌｧｲﾙ名。EEPROMの書き込みと照合に必要です。ﾌｧｲﾙ形式は拡張ｲ
ﾝﾃﾙ形式です。

ﾌﾗｯｼｭまたは使用者/製品識票用出力ﾌｧｲﾙ名。ﾌﾗｯｼｭ ﾒﾓﾘまたは使用者/製品識票の
読み出しに必要です。ﾌｧｲﾙ形式は拡張ｲﾝﾃﾙ形式です。

EEPROM用出力ﾌｧｲﾙ名。EEPROMの読み出しに必要です。ﾌｧｲﾙ形式は拡張ｲﾝﾃﾙ形
式です。

識票ﾊﾞｲﾄの読み込み。

発振校正値読み出し。addressはﾃﾞﾊﾞｲｽのﾃﾞｰﾀｼｰﾄで記述された校正値ﾊﾞｲﾄのｱﾄﾞﾚｽで
す。

ﾌﾗｯｼｭ ﾒﾓﾘに発振校正値書き込み。addrはﾊﾞｲﾄ単位ｱﾄﾞﾚｽです。

EEPROMに発振校正値書き込み。addrはﾊﾞｲﾄ単位ｱﾄﾞﾚｽです。

ﾃﾞﾊﾞｲｽ消去。他の書き込み引数と共に与えられと、書き込み実行に先立って消去されま
す。

ﾒﾓﾘ書き込み。全ﾒﾓﾘ形式(a)、ﾌﾗｯｼｭ(f)、EEPROM(e)、両方(b)、使用者識票(u)。対応す
る入力ﾌｧｲﾙが必要です。

ﾒﾓﾘ読み込み。ﾌﾗｯｼｭ(f)、EEPROM(e)、両方(b)、使用者識票(u)、製品識票(p)。対応す
る出力ﾌｧｲﾙが必要です。

ﾒﾓﾘ照合。全ﾒﾓﾘ形式(a)、ﾌﾗｯｼｭ(f)、EEPROM(e)、両方(b)。-pと共に、または単独で使
えます。対応する入力ﾌｧｲﾙが必要です。

施錠ﾋﾞｯﾄ設定。valueは8ﾋﾞｯﾄの16進値です。

施錠ﾋﾞｯﾄ検証。valueは比較照合用の8ﾋﾞｯﾄの16進値です。

施錠ﾋﾞｯﾄ読み出し。

ﾋｭｰｽﾞ ﾋﾞｯﾄ設定。valueは上位/下位ﾋｭｰｽﾞ用の設定を記述する16ﾋﾞｯﾄの16進値です。

拡張ﾋｭｰｽﾞ ﾋﾞｯﾄ設定。valueは拡張ﾋｭｰｽﾞを記述する8ﾋﾞｯﾄの16進値です。

xmegaﾋｭｰｽﾞ ﾊﾞｲﾄ4,5設定。 valueは16ﾋﾞｯﾄの16進値です。 記述する値はxmegaの最後
の2つのﾋｭｰｽﾞに設定します。

ﾋｭｰｽﾞ ﾋﾞｯﾄ検証。valueは比較照合用の16ﾋﾞｯﾄの16進値です。

xmegaﾋｭｰｽﾞ ﾊﾞｲﾄ4,5検証。valueは比較照合用の16ﾋﾞｯﾄの16進値です。

拡張ﾋｭｰｽﾞ ﾋﾞｯﾄ検証。valueは比較照合用の8ﾋﾞｯﾄの16進値です。

ﾋｭｰｽﾞ ﾋﾞｯﾄ読み出し。

発振器校正手順実行。 より多くの情報についてはAVR053応用記述をご覧ください。

ﾁｯﾌﾟ消去に先立ってEEPROM位置から値を取得し、その後にS任意選択を使って、ﾌﾗｯ
ｼｭまたはEEPROM内に書き込めます。addressは16進値です。 より多くの情報について
はAVR053応用記述をご覧ください。

通信ﾎﾟｰﾄ選択。COM1～COM8。この引数が省略されると、ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑはSTK500に関して
COMﾎﾟｰﾄを走査します。

[次頁へ続く]
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目的電圧(VTARGET)設定。valueは今度の電圧を記述する0.0～6.0の浮動小数点値で
す。

ｱﾅﾛｸﾞ基準電圧(AREF)設定。valueは今度の電圧を記述する0.0～6.0の浮動小数点値
です。

現在の目的電圧(VTARGET)読み出し。

現在のｱﾅﾛｸﾞ基準電圧(AREF)読み出し。

目的電圧(VTARGET)が与えられた値の5%以内であることを検査します。 valueは0.0～
6.0の浮動小数点値です。

改訂番号取得。ﾊｰﾄﾞｳｪｱ改訂(h)、ｿﾌﾄｳｪｱ改訂(s)。

発振器周波数設定。freqはHz, kHz, MHzの全体ができます。

発振器周波数取得。

ISP周波数設定。freqはHz, kHz, MHzの全体ができます。

ISP周波数取得。

ﾍﾙﾌﾟ情報(他の全ての設定を無視)。

支援ﾃﾞﾊﾞｲｽ : 支援されるﾃﾞﾊﾞｲｽを表示するには" STK500.EXE -? "を入力してください。

5.6 支援ﾃﾞﾊﾞｲｽ名 支援ﾃﾞﾊﾞｲｽ名は「1.2. 支援ﾃﾞﾊﾞｲｽ」で示される全ﾃﾞﾊﾞｲｽです。

例: STK500.EXE -dATmega128 -e -ifFlash.hex -pf -vf
 STK500.EXE -dATmega128 -fF73A -FF73A -EFF -GFF

ｽｨｯﾁ間とそれらのﾊﾟﾗﾒｰﾀ間に空白(ｽﾍﾟｰｽ)がなく、また16進値が前置子'0x'を持たないことに
注意してください。

例1: stk500 -dAT90S8515 -e -pf -if8515test.hex

説明

stk500 STK500.EXE起動
-dAT90S8515 ﾃﾞﾊﾞｲｽをAT90S8515に設定
-e ﾁｯﾌﾟ消去
-if8515test.hex ﾌﾗｯｼｭ ﾒﾓﾘへ書き込むべき8515test.hexﾌｧｲﾙを選択
-pf 上記で選択したﾌｧｲﾙ内容をﾌﾗｯｼｭ ﾒﾓﾘに書き込み

例2: stk500 -ccom1 -ut4.5 -ua4.5 -!3686000 -dATMEGA8515 -lFF -fD9E4 -ms
  -ifC:\input.hex -pf -vf -e

説明

stk500 STK500.EXE起動
-ccom1 COM1ﾎﾟｰﾄを選択
-ut4.5 目的の電圧を4.5Vに設定
-ua4.5 目的のｱﾅﾛｸﾞ基準電圧を4.5Vに設定
-!1228800 STK500のｸﾛｯｸ周波数を約3.68MHzに設定
-dATMEGA8515 ﾃﾞﾊﾞｲｽをATmega8515に設定
 (支援されるﾃﾞﾊﾞｲｽを見るには stk500.exe -? と入力してください。)
-e ﾁｯﾌﾟ消去
-lFF 施錠ﾋﾞｯﾄを$FFに設定
-fD9E4 ﾋｭｰｽﾞを$D9E4(上位:$D9,下位:$E4)に設定
-ms 直列ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ動作設定
-ifC:\input.hex ﾌﾗｯｼｭ ﾒﾓﾘへ書き込むべきinput.hexﾌｧｲﾙを選択
-pf 上記で選択したﾌｧｲﾙ内容をﾌﾗｯｼｭ ﾒﾓﾘに書き込み
-vf 上記で選択したﾌｧｲﾙ内容とﾌﾗｯｼｭ ﾒﾓﾘ内容を比較検証

例1: stk500 -dATmega128 -e -ipmyfile.elf -pa -va

説明

stk500 STK500.EXE起動
-dATmega128 ﾃﾞﾊﾞｲｽをATmega128に設定
-e ﾁｯﾌﾟ消去
-ipmyfile.elf 書き込むべきmyfile.elfﾌｧｲﾙを選択
-pa 上記で選択したelfﾌｧｲﾙに格納された全ﾒﾓﾘ形式を書き込み
-va 上記で選択したelfﾌｧｲﾙ内容と全ﾒﾓﾘ内容を比較検証
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STK500は他の応用でAVRﾃﾞﾊﾞｲｽを書くための書き込み器として使えます。6ﾋﾟﾝと10ﾋﾟﾝの2つ
の異なるﾋﾟﾝ配置のISPｺﾈｸﾀが利用できます。両方共STK500によって支援されます。

STK500上でﾃﾞﾊﾞｲｽをﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞするのと同じ方法で書かれるﾃﾞﾊﾞｲｽを選択します。目的応
用回路のVCCはSTK500によって検出され、信号は目的ｼｽﾃﾑに適合する電圧ﾚﾍﾞﾙに変換さ
れます。

VTG
MOSI
GND

MISO
SCK
RST

1

ISP6PIN

図6-1. 6ﾋﾟﾝ ISPｺﾈｸﾀ ﾋﾟﾝ配置

2 VTG
GND
GND
GND
GND

MOSI
NC

RST
SCK

MISO

ISP10PIN

図6-2. 10ﾋﾟﾝ ISPｺﾈｸﾀ ﾋﾟﾝ配置

1 2

注: 他(外部)の応用回路が自身の電力をVTGに供給する場合、STK500を他の応用回路に接
続する前にVTARGETｼﾞｬﾝﾊﾟが取り除かれなければなりません。VTARGETｼﾞｬﾝﾊﾟが取り
除かれないと、STK500は損傷を受けるかもしれません。
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障害対策の指針
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表7-1. 障害対策の指針

問題 対処原因

DC電源ｹｰﾌﾞﾙが接続
されていない。

DC電源ｹｰﾌﾞﾙをDCｼﾞｬｯｸ(図2-2)に接続
します。

電源LEDが赤色点
灯しない。 異常な電源の使用。

電源がDC10～15V,500mA以上を供給で
きるか検査します。

電源ｽｨｯﾁがOFF。 電源ｽｨｯﾁをONにします。(図3-1)

ｿｹｯﾄにAVRﾃﾞﾊﾞｲｽが
ない。

右側ｿｹｯﾄにAVRﾃﾞﾊﾞｲｽを装着します。

試供ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ実行で
LEDが点滅せず。

LEDがI/Oﾎﾟｰﾄに接続
されていない。

LEDSとPORTD、SWITCHESとPORTBの
各ﾍｯﾀﾞ間を接続します。(図2-1)

ﾌﾗｯｼｭ ﾒﾓﾘが消去され
ている。

STK500とﾊﾟｿｺﾝを接続し、AVRﾃﾞﾊﾞｲｽに
再書き込みをします。(2.3.2)

ﾊﾟｿｺﾝに直列ｹｰﾌﾞﾙが
接続されていない。

RS232PROGﾎﾟｰﾄとﾊﾟｿｺﾝのCOMﾎﾟｰﾄを
接続します。(図2-2)

AVR ﾃﾞﾊﾞｲｽが不正な
ｿｹｯﾄに挿入。

正しいｿｹｯﾄを使っているか検査します。
(表3-2)

AVRﾃﾞﾊﾞｲｽが不正な
向きで挿入。

AVRﾃﾞﾊﾞｲｽとｿｹｯﾄのﾉｯﾁ(くぼみ)を一致さ
せ挿入します。

目標ISPﾍｯﾀﾞが接続さ
れていない。

ISP6PINと目的対象の正しいSPROGn ISP
ﾍｯﾀﾞを6芯ｹｰﾌﾞﾙで接続します。(表3-2)

ｼﾞｬﾝﾊﾟ設定が不正。 ｼﾞｬﾝﾊﾟを既定設定にします。(表3-4)

VTARGET電圧が低す
ぎる。

AVRﾃﾞﾊﾞｲｽのﾃﾞｰﾀｼｰﾄで最低動作電圧を
確認します。

AVRﾃﾞﾊﾞｲｽに書き
込めない。

ﾒﾓﾘ施錠ﾋﾞｯﾄが設定
(ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ)されている。

書き込む前にﾁｯﾌﾟ消去を行います。

ﾘｾｯﾄ禁止ﾋｭｰｽﾞが設定
(ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ)されている。

ﾘｾｯﾄ禁止(RSTDISBL)ﾋｭｰｽﾞを調べます。

ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞが速過ぎる。
STK500の発振器設定を調べ、実際のｸﾛｯ
ｸよりも速くないか確認します。

CKDIV8ﾋｭｰｽﾞが設定さ
れている。

ISPｸﾛｯｸ周波数を下げます(5.3.1.2.1項)。

RESET信号の外部ﾌﾟﾙ
ｱｯﾌﾟ抵抗値が低すぎる。

外部ﾌﾟﾙｱｯﾌﾟ抵抗が4.7kΩ以上か確認し
ます。

直列ｹｰﾌﾞﾙ未接続か
電源がOFF。

直列ｹｰﾌﾞﾙをRS232PROGﾎﾟｰﾄに接続し、
電源接続を確認します。(図2-2)

AVR StudioがSTK5
00を検出できない。

ﾊﾟｿｺﾝのCOMﾎﾟｰﾄを使う他のﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑを禁
止します。ﾊﾟｿｺﾝのCOMﾎﾟｰﾄが使

用できない。
ﾊﾟｿｺﾝのCOMﾎﾟｰﾄを変更します。

STK500の電源OFF
ができない。

中央＋の電源ｺﾈｸﾀを
使っている。

中央－の電源ｺﾈｸﾀを使います。

電源ｺﾈｸﾀを抜くことで電源OFFにします。

状態LED低速点滅。
ｱﾅﾛｸﾞ電源(AREF)の短
絡。

短絡原因を取り除きます。

目的電源(VTARGET)
の短絡。

短絡原因を取り除きます。

状態LED高速点滅。
外部電源使用で外部
電源がOFF。

AVR StudioからVTARGET設定を0.3V以
下にします。

ATtiny13ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ
が動作しない。

短い起動時間が設定さ
れている。

詳細については障害情報をご覧ください。

外部電源動作時、
LEDが動作しない。

LED動作にはSTK500
の電源が必要です。

STK500に電源を供給し、電源をONにしま
す。
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7.1 STK500ﾌｧｰﾑｳｪｱ
 手動更新

現状版のAVR Studioはどんな古いSTK500ﾌｧｰﾑｳｪｱ版も自動的に検出し、ﾌｧｰﾑｳｪｱの更新
を促します。何らかの理由で更新失敗(更新中にｼﾘｱﾙ ｹｰﾌﾞﾙが外れる、電力が無くなるなど)
の場合、次にAVR StudioがSTK500に接続を試みる時に基板が検出されず、自動更新手順は
始まりません。 

以下はSTK500基板の手動更新の仕方の手順です。この手続きは全ての場合について行わ
れるべきです。

① STK500の電源を切ります。

② STK500電源投入起動中の間、PROGRAM釦を押下します。

③ ﾊﾟｿｺﾝとSTK500のRS232 CTRLと記載されたDSUB 9ﾋﾟﾝ ｺﾈｸﾀとの直列接続を確認して、
AVR Studioを開始します。

④ AVR StudioのﾒﾆｭｰﾊﾞｰのTools内に配置されたﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ(AVR prog)を開始します。

⑤ AVR prog Hex file欄のBrowse釦を押下(ｸﾘｯｸ)することによって、ﾌｧｰﾑｳｪｱ更新HEXﾌｧｲﾙ
(Stk500.ebn)を位置付けます。AVR StudIo標準ｲﾝｽﾄｰﾙでのStk500.ebnﾌｧｲﾙのﾊﾟｽは
C:\Program Files\Atmel\AVR Studio\Stk500です。

⑥ AVR prog Flash欄のProgram釦を押下(ｸﾘｯｸ)します。進捗(ﾌﾟﾛｸﾞﾚｽ)ﾊﾞｰが現れ、同時に付
加情報が表示されます。照合動作が完了されるまで待ちます。

⑦ AVR progﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑを閉じます。

⑧ STK500基板の電源を切ってから入れます。STK500は今や新しいﾌｧｰﾑｳｪｱで使われる用
意ができました。



第8章

技術支援

8-1STK500 使用者の手引き

STK500に関する技術的な問い合わせはavr@atmel.comにお願い致します。問い合わせに際
しては次に示す情報も併せてご連絡ください。

■ AVR Studioの版 (版番号はAVR StudioのﾒﾆｭｰからHelp⇒Aboutで表示)

■ ﾊﾟｿｺﾝのﾌﾟﾛｾｯｻ型式とｸﾛｯｸ速度

■ ﾊﾟｿｺﾝのOS名と版番号

■ 目的AVRﾃﾞﾊﾞｲｽ名 (完全な部品番号)

■ 書き込み電圧

■ ｼﾞｬﾝﾊﾟ設定

■ 問題点の詳細説明

mailto:avr@atmel.com
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試供ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ

9.1 LED,ｽｨｯﾁ制御 実行に際してはPORTBとLEDS、PORTDとSWITCHESを接続します。
LEDはどのｽｨｯﾁが押されたかによって異なる動作をします。
AVR Studioへ以下のﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑを複写し、ｱｾﾝﾌﾞﾙ、書き込み後、実行します。
このﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑの先頭で目的ﾃﾞﾊﾞｲｽの定義ﾌｧｲﾙをｲﾝｸﾙｰﾄﾞするのを忘れないでください。

; * STK500 LEDとｽｨｯﾁの実演 *

.INCLUDE "8515DEF.INC" ;AT90S8515用定義ﾌｧｲﾙ読み込み

.DEF TEMP =R16 ;LED出力値保持変数

.DEF DELAY1 =R17 ;遅延用計数値1(内側計数値)

.DEF DELAY2 =R18 ;遅延用計数値2(外側計数値)

; * 初期化 *

RESET: SER TEMP ;TEMP=11111111
 OUT DDRB,TEMP ;PORTB全ﾋﾞｯﾄ出力設定

; * 入出力処理 *

LOOP: OUT PORTB,TEMP ;LED表示更新
 SBIS PIND,0 ;ｽｨｯﾁ0=OFFでｽｷｯﾌﾟ
 INC TEMP ;ｽｨｯﾁ0=ONでLED減少計数(負論理)
 SBIS PIND,1 ;ｽｨｯﾁ1=OFFでｽｷｯﾌﾟ
 DEC TEMP ;ｽｨｯﾁ1=ONでLED増加計数(負論理)
 SBIS PIND,2 ;ｽｨｯﾁ2=OFFでｽｷｯﾌﾟ
 ROR TEMP ;ｽｨｯﾁ2=ONでLEDを1ﾋﾞｯﾄ右回転
 SBIS PIND,3 ;ｽｨｯﾁ3=OFFでｽｷｯﾌﾟ
 ROL TEMP ;ｽｨｯﾁ3=ONでLEDを1ﾋﾞｯﾄ左回転
 SBIS PIND,4 ;ｽｨｯﾁ4=OFFでｽｷｯﾌﾟ
 COM TEMP ;ｽｨｯﾁ4=ONでLED反転表示
 SBIS PIND,5 ;ｽｨｯﾁ5=OFFでｽｷｯﾌﾟ
 NEG TEMP ;ｽｨｯﾁ5=ONでLED反転後+1
 SBIS PIND,6 ;ｽｨｯﾁ6=OFFでｽｷｯﾌﾟ
 SWAP TEMP ;ｽｨｯﾁ6=ONでLED上下ﾆﾌﾞﾙ入れ替え表示

; * 表示値保持時間用待機 *

DLY: DEC DELAY1 ;内側計数値減数
 BRNE DLY ;256計数まで継続
 DEC DELAY2 ;外側計数値減数
 BRNE DLY ;外側計数値256計数まで継続
;
 RJMP LOOP ;無限繰り返しへ

9-1 STK500 使用者の手引き
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図A-1. STK500構成図



付録 B 実装図

以下にSTK500改訂Cの実装図が示されます。

B-1 STK500 使用者の手引き

図B-1. 実装図
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図C-1. 回路図 (1/9)
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付録 C 全回路図

以下にSTK500改訂Cの全回路図が示されます。

C-1STK500 使用者の手引き



全回路図

C-2 STK500 使用者の手引き

図C-2. 回路図 (2/9)

P
ag

e 
2
 o

f 
9

2
8
-
F
eb

-
2
0
0
1

S
T

K
5
0
0

A
9
9
0
3
.3

.1
0
0
0
C

R
ev

. 
C

C
o
p
yr

ig
h
t 

A
tm

el
 C

o
rp

o
ra

ti
o
n
 2

0
0
1

A

8

AB
BC

CD
D

8
7 7

66
5 5

44
3 3

22
1 1

(M
C

U
制

御
部

)

U
2
0
2

44
43
42
41
40
39
38
37
36
35
34 22

21
20
19
18
17
16
15
14
13
12

3
3

3
2

3
1

3
0

2
9

2
8

2
7

2
6

2
5

2
4

2
3

1 2 3 4 5 6 7 8 9 1
0

1
1

P
B

5
/
M

O
S
I

P
B

6
/
M

IS
O

P
B

7
/
S
C

K
R
E
S
E
T

V
C

C

G
N

D
X

T
A

L
2

X
T

A
L
1

P
D

0
/
R
X

D
P
D

1
/
T

X
D

P
D

2
/
IN

T
0

INT1/PD3
OC1B/PD4
OC1A/PD5

ICP/PD6
OC2/PD7

VCC

GND
PC0
PC1
PC2
PC3

A
D

C
4
/
P
A

4
A

D
C

5
/
P
A

5
A

D
C

6
/
P
A

6
A

D
C

7
/
P
A

7
A

R
E
F

A
G

N
D

A
V

C
C

T
O

S
C

2
/
P
C

7
T

O
S
C

1
/
P
C

6
P
C

5
P
C

4

PB4/SS
PB3/AIN1
PB2/AIN0
PB1/T1
PB0/T0
GND
VCC

PA0/ADC0
PA1/ADC1
PA2/ADC2
PA3/ADC3

A
T

9
0
S
8
5
3
5
-
8
A

C

P
C

M
7

P
C

M
6

P
C

M
5

P
C

M
4

PCM3
PCM2
PCM1
PCM0

VCC
VCC

PBM1
PBM0

PBM2
PBM3
PBM4

P
B

M
5

P
B

M
6

P
B

M
7

D
2
0
0 STATUS

12

34

R
2
3
2

5
6
0
R

R231 560R

V
C

C

R235 150K

C208 122

R234
36K

R237 150K

C209 122

R236
36K

C210 104
V

T
G

R216 0R R218 22K
(未実装)

C210 104

C211 104

C214 10µF/16V

AUX_O1

AUX_O0

2
0

1
9

1
8

1
7

9 1
0

1
1

1
2

2
4

2
3

2
2

2
1

2
8

2
7

2
6

2
5

5 6 7 81 2 3 4

1
6

1
5

1
3

1
4

R202 47K

R201 47K

V
C

C

3 4 5 6 7 91
1

1
2

1
3

1
4

1
0

1
5 21

N
C

N
C

N
C

N
C

N
C

N
C

N
C

N
C

A
T

4
5
D

0
2
1
A

-
R
C

R
E
S
E
T

R
D

Y
/
B

U
S
Y

N
C

N
C

V
C

C
N

C
N

C
W

P
S
C

K S
I

S
O

N
C

G
N

D
N

C
N

C
C

S

N
C

N
C

N
C

N
C

U
2
0
1

R
E
S
_P

B
P
R
G

_P
B

A
U

X
_I
1

H
W

R
3

H
W

R
2

H
W

R
1

H
W

R
0

A
U

X
_I
0

7
4
H

C
T

1
6
5

U
2
0
3

4
3 2

1

R
2
1
7

1
0
K

SW200

RESET

4
3 2

1

R
2
1
9

1
0
K

SW201

PROGRAM

RES_PB

PRG_PB

(R220 10K) R221 10K

(R222 10K) R223 10K

R224 10K (R225 10K)

(R226 10K) R227 10K

HWR3

HWR2

HWR1

HWR0V
C

C

()
付

き
抵

抗
器

は
未

実
装

1
2

J2
0
1

A
U

X
_I
[1

..
0
]

(7
)

V
T

G
(6

,3
)

A
D

C
6

(6
)

AUX_I1

AUX_I0

P
B

M
[7

..
0
]

(7
,9

)

R211 47K

R212 47K

R209 47K R210 100KV
1
2
P
7

1

2
6

4 3
5

Q202A
BC847BPN

Q202B

R
2
0
5

1
0
KR238 100K

6 1

2

3 4

5

4 3
5

6 1

2

BC847BPN

Q201A

Q201B
Q203A

Q
2
0
3
B

B
C

8
4
7
B

S

R207 47K

R210 100K

V
T

G

V
1
2
P
7

R206 47K

R208
22K

V
C

C

R202 10K

C
2
0
7

4
7
3

9 1
0

1
2

1
1

5 6 7 81 2 3 4
1
6

1
5

1
4

1
3

2
0

1
9

1
8

1
7

A
IN

0
/
P
B

0
P
D

5
G

N
D

P
D

6

A
T

9
0
S
1
2
0
0
-
S
C

X
T

A
L
1

P
D

2
/
IN

T
0

P
D

3
P
D

4
/
T

0

R
E
S
E
T

P
D

0
P
D

1
X

T
A

L
2

P
B

4
P
B

3
P
B

2
A

IN
1
/
P
B

1

V
C

C
S
C

K
/
P
B

7
M

IS
O

/
P
B

6
M

O
S
I/

P
B

5

U
2
0
0

P
B

M
7

P
B

M
6

P
B

M
5

S
P
I-

S
P

(8
)

DCK
DCS

DSO
DSI

V
C

C

R
xD

A
T

xD
A

X
C

2
0
0

C
S
T

C
C

7
.3

7
M

H
z

2

1
3

C
2
0
6

1
2
0

R200 10K

C
2
0
0

4
7
3

R
2
1
3
 0

R
(未

実
装

)

V
C

C

1
2 3

4

2 4 6

1 3 5

V
C

C

V
C

C
M

IS
O

S
C

K
/
R
E
S
E
T

M
O

S
I

G
N

D

J2
0
0
 (
未

実
装

)

IS
P

B
A

T
7
4

D
2
0
1 P
B

M
7

P
B

M
6

P
B

M
5

R
xD

A

T
xD

A

R
xD

A
(3

)

T
xD

A
(3

)

A
U

X
_O

[1
..

0
]

(7
)

P
C

M
[7

..
0
]

(7
,9

)
P
C

L
K

(9
)

P
W

M
A

(6
)

P
W

M
B

(6
)

P
R
O

G
R
S
T

(9
)

C
2
0
1
 1

0
4

C
2
0
2
 1

0
4

C
2
0
2
 1

0
4

C
2
0
3
 1

0
4

C
2
0
4
 1

0
4

C
2
1
2
 1

0
4

C
2
1
3
 1

0
4

P
W

R
M

(3
,6

)

C
2
0
5
 1

0
3

V12P7

GND

VCC

V
C

C
V

1
2
P
7

ﾊ
ｰ

ﾄﾞ
ｳ
ｪ
ｱ

 R
ev

.指
定

B
L
M

-
2
1
A

1
0
2
S

L
2
0
0

V
C

C

R229 47K

R228 47K

Q
HE F G H

Q
HA B C D

S
I

C
K

 I
N

H
C

K

S
/
L

VTG,AREF分圧/濾波器 ｱﾅﾛｸﾞ電源濾波器

V
C

C

C215
101

対
象

A
V

R
用

/
R
E
S
E
T

信
号

生
成



全回路図

C-3STK500 使用者の手引き

図C-3. 回路図 (3/9)
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全回路図

C-8 STK500 使用者の手引き

図C-8. 回路図 (8/9)
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障害情報

E-1 STK500 使用者の手引き

1. ﾌｧｰﾑｳｪｱの更新

2.　ATtiny13の障害

ﾌｧｰﾑｳｪｱの更新を完全に成し遂げるために全てのｹｰﾌﾞﾙとﾃﾞﾊﾞｲｽがSTK500の目的対象ｿｹｯ
ﾄ領域から取り去られているのを確認してください。

ﾌｧｰﾑｳｪｱ 2.xx版はAVR Studio 4.11とそれ以降のAVR Studioでだけ動作します。STK500の
ﾌｧｰﾑｳｪｱ版とAVR Studioの版は整合している必要があります。

改訂Dよりも前のATtiny13 E.S.(技術試供品)には再ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞからﾃﾞﾊﾞｲｽを固定化させる
ﾋｭｰｽﾞ ﾋﾞｯﾄの特定の組み合わせに関する障害があることに注意してください。次のﾋｭｰｽﾞ ﾋﾞｯﾄ
設定の組み合わせがこの状態を発生します。

発振器設定 ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞWireとﾘｾｯﾄ設定

内蔵128kHz  CKSEL[1,0]=11 ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞWire許可(DWEN=0)
または
RESET禁止(RSTDISBL=0)

起動時間設定

内蔵9.6MHz  CKSEL[1,0]=10
最短

SUT[1,0]=00
内蔵4.8MHz  CKSEL[1,0]=01

対策： 上記のﾋｭｰｽﾞの組み合わせを避けてください。より長い起動時間設定がこの問題をなく
します。

ｸﾛｯｸ元と前置分周選択

ATtiny13にはｸﾛｯｸ元と前置分周に関する多くの設定があります。もしもATtiny13で使われる
前置分周ｸﾛｯｸが32kHzよりも高く、且つSTK500で使われる選択発振器設定以下の場合にだ
け、STK500はISPを使ってﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞできることに注意してください。

対策： ISPに代えて高電圧直列ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ(HVSP)を使ってください。

改訂Cよりも前のATriny2313の並列ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞには異常があり、従ってこれはSTK500で支援
されないことに注意してください。

警告: ISPｲﾝﾀｰﾌｪｰｽを禁止するﾋｭｰｽﾞ設定を避けてください。これは更なるﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞに対し
てﾃﾞﾊﾞｲｽを固定化してしまいます。

ｸﾛｯｸ元と前置分周選択

ATtiny2313にはｸﾛｯｸ元と前置分周に関する多くの設定があります。もしもATtiny2313で使わ
れる前置分周ｸﾛｯｸが32kHzよりも高く、且つSTK500で使われる選択発振器設定以下の場合
にだけ、STK500はISPを使ってﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞできることに注意してください。

$FFﾊﾞｲﾄの連続を含むHEXﾌｧｲﾙでのATmega169 EEPROMのISPﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞが失敗すること
に注意してください。

対策： ISPﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ使用ではﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ前にEEPROMを消去し、$FF以外の値のﾊﾞｲﾄだけ
をﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞします。

STK500目的対象ﾘｾｯﾄ信号線上のﾌﾟﾙｱｯﾌﾟは他の書き込み器が目的基板としてSTK500を使
う関係に於いて強すぎます。

対策： STK500上の目的対象ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞに外部書き込み器を使う時にRESETｼﾞｬﾝﾊﾟを取り
去ってください。

3.　ATtiny2313の障害

4.　ATmega169の障害

5.　ﾘｾｯﾄ信号線のﾌﾟﾙｱｯﾌﾟ

以下の内容は訳者らがSTK500使用中に体験した不具合点です。

1.　電源電圧変化 AVR StudioからSTK500のBoradﾀﾌﾞでVTarget電圧を設定して読み込むと、設定電圧によって
-0.1Vまたは+0.1V変化する場合があります。操作によっては意図しない電圧設定を行ってし
まうかもしれません。充分に注意してください。

出荷時期によってはこの問題が発生しないものもあります。

2.　ATtiny2313Aの障害 ATtiny2313Aの並列ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞが正しく機能しません。
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